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観
光
・
建
設
関
連
は
ま
ず
ま
ず
堅
調

県
内
景
気
拡
大
で
も
油
断
は
禁
物

　
日
本
銀
行
那
覇
支
店
が
２
０
１
４
年
12
月
に

発
表
し
た
同
年
10
月
の
県
内
金
融
経
済
概
況
は
、

「
全
体
と
し
て
拡
大
し
て
い
る
」
と
15
カ
月
連
続

で
据
え
置
か
れ
ま
し
た
。
観
光
関
連
は「
個
人
客
・

法
人
客
需
要
の
増
加
、
増
便
に
よ
る
国
内
・
国

際
線
旅
客
数
の
増
加
な
ど
を
背
景
に
、
好
調
に

推
移
」
と
さ
れ
、
建
設
関
連
は
「
公
共
投
資
は

底
堅
く
推
移
」、
雇
用
・
所
得
情
勢
も
「
有
効
求

人
倍
率
が
着
実
に
上
昇
」「
現
金
給
与
総
額
も
増

加
」
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、「
原
材
料
価
格
や
本
土
景
気
の
動
向

に
つ
い
て
は
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
指

摘
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
為
替
相
場
ひ
と
つ

と
っ
て
も
、
現
在
の
円
安
傾
向
は
県
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
産
業
で
あ
る
観
光
関
連
産
業
に
は
好

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
が
、
製
造
業
な
ど
原
材
料

を
輸
入
に
依
存
す
る
業
態
に
は
打
撃
が
大
き

い
。
県
内
事
業
者
は
、
県
内
景
気
の
拡
大
傾
向

に
も
油
断
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
広
い
視
野
を

持
っ
て
一
歩
先
の
変
化
を
読
み
取
り
な
が
ら
事

業
戦
略
を
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

２
０
１
５
年
、
県
内
産
業
の
振
興
を

推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
は

　
沖
縄
県
の
産
業
を
一
歩
先
へ
と
進
め
る
振
興

の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
３
つ
の
流
れ
を
意

識
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
第
一
に
、
観
光
産
業
と
連
動
し
た
各
種

産
業
の
振
興
と
い
う
流
れ
。
好
調
な
観
光
産
業

の
伸
び
に
乗
じ
、
関
連
し
得
る
産
業
、
た
と
え

ば
食
品
製
造
・
加
工
業
や
農
林
水
産
業
、Ｉ
Ｔ
を

含
む
サ
ー
ビ
ス
関
連
業
、
非
食
品
の
製
造
業
に

も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
円
安
の
メ
リ
ッ
ト

で
急
増
す
る
外
国
人
観
光
客
、
円
安
の
影
響
で

海
外
旅
行
か
ら
国
内
旅
行
へ
シ
フ
ト
す
る
日
本

人
観
光
客
、
彼
ら
が
沖
縄
を
訪
れ
て
く
れ
る
今

の
う
ち
に
、
自
社
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
と
の
接
点

を
見
出
し
、
継
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
つ
な
げ

る
取
り
組
み
に
着
手
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
次
に
意
識
し
た
い
の
が
、
ア
ジ
ア
の
活
力
を

取
り
込
ん
だ
輸
出
産
業
の
展
開
と
、
移
送
・
輸

送
コ
ス
ト
の
低
減
お
よ
び
物
流
対
策
強
化
を
可

能
に
す
る
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
と
い

う
流
れ
で
す
。
先
日
行
わ
れ
た
「
沖
縄
大
交
易

会
２
０
１
４
」
も
そ
う
で
す
が
、
県
産
の
魅
力

あ
る
商
品
を
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
海
外

や
国
内
に
売
り
込
む
機
会
を
着
実
に
活
用
で
き

る
事
業
者
は
強
い
で
す
。
県
外
・
海
外
と
の
商

談
や
取
引
を
進
め
る
上
で
沖
縄
特
有
の
ネ
ッ
ク

と
さ
れ
て
き
た
物
流
上
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
全

日
本
空
輸
（
株
）
に
よ
る
国
際
空
港
物
流
ハ
ブ
の

推
進
を
は
じ
め
、
こ
こ
数
年
で
イ
ン
フ
ラ
が
飛
躍

的
に
整
い
つ
つ
あ
る
。
自
社
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

強
み
を
明
確
化
し
、
売
り
先
と
な
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
想
定
し
て
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
え
ば
、
新
た
な

商
圏
が
拓
け
る
可
能
性
は
大
き
い
の
で
す
。

　
さ
ら
に
も
う
一
つ
、
研
究
開
発
と
連
動
し
た

地
場
産
業
の
振
興
や
、
産
業
間
連
携
の
強
化
も

重
要
で
す
。
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
企
業
そ
の
も

の
の
付
加
価
値
を
高
め
る
上
で
、
高
度
か
つ
独

自
性
の
高
い
研
究
開
発
や
異
分
野
間
の
連
携
は

非
常
に
有
意
義
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
産

業
振
興
に
お
い
て
不
可
欠
な
の
が
、
広
い
視
野

を
持
ち
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
で
き
る
優
れ
た
人
材

の
育
成
。
こ
れ
は
急
務
中
の
急
務
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
短
期
的
に
は
成
果
が
見

え
に
く
く
て
も
、
根
気
よ
く
続
け
る
こ
と
で
、

県
内
産
業
を
次
の
成
長
段
階
へ
と
引
き
上
げ
る

地
盤
が
固
ま
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
公
社
の
支
援
を
フ
ル
に
活
用

県
内
事
業
者
の
発
展
を
も
う一歩
先
へ

　
こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
産
業
振
興
公
社
で
は

県
内
事
業
者
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
多
様

な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
経
営

革
新
計
画
に
よ
る
既
存
事
業
の
強
化
と
新
事
業

の
育
成
、
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
研
究
開
発

や
中
小
企
業
課
題
解
決
・
地
域
連
携
の
推
進
に

よ
る
地
場
産
業
の
高
度
化
、
海
外
へ
の
輸
出
拡

大
な
ど
海
外
事
業
の
強
化
、
産
業
振
興
に
寄
与

す
る
国
際
的
な
視
野
を
備
え
た
人
材
の
育
成
な

ど
、
メ
ニ
ュ
ー
は
実
に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

さ
ら
に
「
も
の
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
」
の
設
立
で

中
小
製
造
業
の
資
金
面
の
支
援
も
充
実
し
ま
し

た
。
今
後
も
専
門
性
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
て
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
談
）

沖
縄
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

 

一
歩
先
へ

公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
産
業
振
興
公
社

理
事
長 

桑
江 

良
一

桑江良一（くわえりょういち）　1939年生まれ、沖縄市出身。
愛知大学卒。1999年（株）沖縄ホーメル社長、2006年（株）那
覇ミート会長。2007年9月から（株）沖縄ホーメル親会社で現
職の琉球協同飼料（株）会長に就任、2011年（株）沖縄ホー
メル会長。2001年から2009年まで（公社）沖縄県工業連合
会副会長、2011年から沖縄県食品産業協議会長。2014年
（公財）沖縄県産業振興公社理事長に就任（現在に至る）。

新春
特別企画
新春
特別企画

　
消
費
税
増
税
、デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
か
ら
の
脱
却
の
難
航
、為
替・株
式
市
場
の
先
行
き
不
透
明
感
な

ど
、日
本
経
済
を
取
り
巻
く
数
々
の
不
安
要
素
か
ら一定
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、２
０
１
４
年
の

沖
縄
産
業
界
は
入
域
観
光
客
数
の
伸
び
、国
際
貨
物
取
扱
量
の
大
幅
増
、情
報
通
信
関
連
企
業
の
立

地
数
の
増
加
と
いっ
た
良
い
ニュ
ー
ス
が
続
い
た
。迎
え
る
２
０
１
５
年
、県
内
事
業
者
は
ど
の
よ
う
な

視
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
掲
げ
る
べ
き
か
。産
業
振
興
公
社
の
桑
江
理
事
長
に
見
解
を
聞
い
た
。

第1回沖縄大交易会　
沖
縄
県
・
沖
縄
懇
話
会
主

催
の「
第
１
回
沖
縄
大
交
易

会
」（
以
下
大
交
易
会
）が
去

る
11
月
27
日
〜
28
日
に
開

催
さ
れ
た
。国
内
外
の
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー・バ
イ
ヤ
ー
合
わ
せ

て
３
６
１
社
が
参
加
し
、商

談
数
は
２
日
間
で
約
１
９
０
０
件
と
い
ず
れ
も
前
年

度
の
プ
レ
交
易
会
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。

　
東
ア
ジ
ア
20
億
人
の
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
心
に

位
置
す
る
沖
縄
を
国
際
物
流
の
ハ
ブ
と
し
、全
国
の

特
産
品
を
沖
縄
か
ら
ア
ジ
ア
市
場
へ
と
輸
出
す
る
流

通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
向
け
た
動
き
が
沖

縄
県
と
各
地
域
と
の
連
携
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。そ

の
中
で
、国
内
最
大
規
模
の
食
品
展
示
商
談
会
と

し
て
開
催
さ
れ
る
大
交
易
会
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は

非
常
に
大
き
い
。

　
フ
リ
ー
商
談
会
場
で
は
各
社
の
製
品
Ｐ
Ｒ
に
熱
が

こ
も
り
、通
訳
を
交
え
た
活
発
な
や
り
と
り
が
交
わ

さ
れ
た
。サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
内
訳
は
県
内
８６
社
、県
外

１
１
４
社
と
県
外
が
上
回
っ
た
。京
都
府
の（
株
）山

田
製
油
の
ブ
ー
ス
で
は
海
外
バ
イ
ヤ
ー
が
ご
ま
の
香

り
に
足
を
止
め
、「
商
談
予
約
は
取
っ
て
い
な
か
っ
た

が
、商
品
の
最
小
ロ
ッ
ト
数
を
メ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
」と

要
望
し
て
い
た
。愛
知
県
か
ら
出
展
し
た
三
州
三
河

み
り
ん（
株
）角
谷
文
治
郎
商
店
の
代
表
取
締
役
、

角
谷
利
夫
さ
ん
は「
当
社
の
み
り
ん
の
よ
う
に
価
値

を
理
解
し
て
も
ら
う
の
に
時
間
が
か
か
る
商
品
の
場

合
、バ
イ
ヤ
ー
と
の
接
触
は
な
る
べ
く
間
を
空
け
な
い

方
が
有
利
。そ
の
点
、大
交
易
会
は
フ
ー
ド
エ
キ
ス
ポ

（
香
港
）や
フ
ー
ド
台
北（
台
湾
）と
フ
ー
デ
ッ
ク
ス（
東

京
）の
間
に
開
催
さ
れ
る
の
で
ち
ょ
う
ど
良
い
。沖
縄

開
催
だ
か
ら
か
、他
の
商
談
会
や
見
本
市
で
は
会
え

な
い
よ
う
な
決
裁
権
者
が
来
場
し
て
い
て
、直
接
話

せ
た
の
も
良
か
っ

た
」と
大
交
易
会

の
魅
力
を
語
っ
て

く
れ
た
。 開催速報レポート
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社
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
と
の
接
点

を
見
出
し
、
継
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
つ
な
げ

る
取
り
組
み
に
着
手
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
次
に
意
識
し
た
い
の
が
、
ア
ジ
ア
の
活
力
を

取
り
込
ん
だ
輸
出
産
業
の
展
開
と
、
移
送
・
輸

送
コ
ス
ト
の
低
減
お
よ
び
物
流
対
策
強
化
を
可

能
に
す
る
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
と
い

う
流
れ
で
す
。
先
日
行
わ
れ
た
「
沖
縄
大
交
易

会
２
０
１
４
」
も
そ
う
で
す
が
、
県
産
の
魅
力

あ
る
商
品
を
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
海
外

や
国
内
に
売
り
込
む
機
会
を
着
実
に
活
用
で
き

る
事
業
者
は
強
い
で
す
。
県
外
・
海
外
と
の
商

談
や
取
引
を
進
め
る
上
で
沖
縄
特
有
の
ネ
ッ
ク

と
さ
れ
て
き
た
物
流
上
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
全

日
本
空
輸
（
株
）
に
よ
る
国
際
空
港
物
流
ハ
ブ
の

推
進
を
は
じ
め
、
こ
こ
数
年
で
イ
ン
フ
ラ
が
飛
躍

的
に
整
い
つ
つ
あ
る
。
自
社
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

強
み
を
明
確
化
し
、
売
り
先
と
な
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
想
定
し
て
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
を
行
え
ば
、
新
た
な

商
圏
が
拓
け
る
可
能
性
は
大
き
い
の
で
す
。

　
さ
ら
に
も
う
一
つ
、
研
究
開
発
と
連
動
し
た

地
場
産
業
の
振
興
や
、
産
業
間
連
携
の
強
化
も

重
要
で
す
。
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
企
業
そ
の
も

の
の
付
加
価
値
を
高
め
る
上
で
、
高
度
か
つ
独

自
性
の
高
い
研
究
開
発
や
異
分
野
間
の
連
携
は

非
常
に
有
意
義
で
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
産

業
振
興
に
お
い
て
不
可
欠
な
の
が
、
広
い
視
野

を
持
ち
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
で
き
る
優
れ
た
人
材

の
育
成
。
こ
れ
は
急
務
中
の
急
務
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
短
期
的
に
は
成
果
が
見

え
に
く
く
て
も
、
根
気
よ
く
続
け
る
こ
と
で
、

県
内
産
業
を
次
の
成
長
段
階
へ
と
引
き
上
げ
る

地
盤
が
固
ま
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
公
社
の
支
援
を
フ
ル
に
活
用

県
内
事
業
者
の
発
展
を
も
う一歩
先
へ

　
こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
産
業
振
興
公
社
で
は

県
内
事
業
者
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
多
様

な
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
経
営

革
新
計
画
に
よ
る
既
存
事
業
の
強
化
と
新
事
業

の
育
成
、
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
等
の
研
究
開
発

や
中
小
企
業
課
題
解
決
・
地
域
連
携
の
推
進
に

よ
る
地
場
産
業
の
高
度
化
、
海
外
へ
の
輸
出
拡

大
な
ど
海
外
事
業
の
強
化
、
産
業
振
興
に
寄
与

す
る
国
際
的
な
視
野
を
備
え
た
人
材
の
育
成
な

ど
、
メ
ニ
ュ
ー
は
実
に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

さ
ら
に
「
も
の
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
」
の
設
立
で

中
小
製
造
業
の
資
金
面
の
支
援
も
充
実
し
ま
し

た
。
今
後
も
専
門
性
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
て
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
談
）

沖
縄
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
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消
費
税
増
税
、デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
か
ら
の
脱
却
の
難
航
、為
替・株
式
市
場
の
先
行
き
不
透
明
感
な

ど
、日
本
経
済
を
取
り
巻
く
数
々
の
不
安
要
素
か
ら一定
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、２
０
１
４
年
の

沖
縄
産
業
界
は
入
域
観
光
客
数
の
伸
び
、国
際
貨
物
取
扱
量
の
大
幅
増
、情
報
通
信
関
連
企
業
の
立

地
数
の
増
加
と
いっ
た
良
い
ニュ
ー
ス
が
続
い
た
。迎
え
る
２
０
１
５
年
、県
内
事
業
者
は
ど
の
よ
う
な

視
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
掲
げ
る
べ
き
か
。産
業
振
興
公
社
の
桑
江
理
事
長
に
見
解
を
聞
い
た
。

第1回沖縄大交易会　
沖
縄
県
・
沖
縄
懇
話
会
主

催
の「
第
１
回
沖
縄
大
交
易

会
」（
以
下
大
交
易
会
）が
去

る
11
月
27
日
〜
28
日
に
開

催
さ
れ
た
。国
内
外
の
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー・バ
イ
ヤ
ー
合
わ
せ

て
３
６
１
社
が
参
加
し
、商

談
数
は
２
日
間
で
約
１
９
０
０
件
と
い
ず
れ
も
前
年

度
の
プ
レ
交
易
会
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。

　
東
ア
ジ
ア
20
億
人
の
巨
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中
心
に

位
置
す
る
沖
縄
を
国
際
物
流
の
ハ
ブ
と
し
、全
国
の

特
産
品
を
沖
縄
か
ら
ア
ジ
ア
市
場
へ
と
輸
出
す
る
流

通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
向
け
た
動
き
が
沖

縄
県
と
各
地
域
と
の
連
携
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。そ

の
中
で
、国
内
最
大
規
模
の
食
品
展
示
商
談
会
と

し
て
開
催
さ
れ
る
大
交
易
会
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は

非
常
に
大
き
い
。

　
フ
リ
ー
商
談
会
場
で
は
各
社
の
製
品
Ｐ
Ｒ
に
熱
が

こ
も
り
、通
訳
を
交
え
た
活
発
な
や
り
と
り
が
交
わ

さ
れ
た
。サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
内
訳
は
県
内
８６
社
、県
外

１
１
４
社
と
県
外
が
上
回
っ
た
。京
都
府
の（
株
）山

田
製
油
の
ブ
ー
ス
で
は
海
外
バ
イ
ヤ
ー
が
ご
ま
の
香

り
に
足
を
止
め
、「
商
談
予
約
は
取
っ
て
い
な
か
っ
た

が
、商
品
の
最
小
ロ
ッ
ト
数
を
メ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
」と

要
望
し
て
い
た
。愛
知
県
か
ら
出
展
し
た
三
州
三
河

み
り
ん（
株
）角
谷
文
治
郎
商
店
の
代
表
取
締
役
、

角
谷
利
夫
さ
ん
は「
当
社
の
み
り
ん
の
よ
う
に
価
値

を
理
解
し
て
も
ら
う
の
に
時
間
が
か
か
る
商
品
の
場

合
、バ
イ
ヤ
ー
と
の
接
触
は
な
る
べ
く
間
を
空
け
な
い

方
が
有
利
。そ
の
点
、大
交
易
会
は
フ
ー
ド
エ
キ
ス
ポ

（
香
港
）や
フ
ー
ド
台
北（
台
湾
）と
フ
ー
デ
ッ
ク
ス（
東

京
）の
間
に
開
催
さ
れ
る
の
で
ち
ょ
う
ど
良
い
。沖
縄

開
催
だ
か
ら
か
、他
の
商
談
会
や
見
本
市
で
は
会
え

な
い
よ
う
な
決
裁
権
者
が
来
場
し
て
い
て
、直
接
話

せ
た
の
も
良
か
っ

た
」と
大
交
易
会

の
魅
力
を
語
っ
て

く
れ
た
。 開催速報レポート

連携 百景

　
伊
江
島
に
古
く
か
ら
自
生
す
る
在
来
品
種
小

麦「
江
島
神
力
」の
生
産
・
加
工
・
販
売
を
行
う「
在

来
種『
伊
江
島
小
麦
』地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
製
品
ブ
ラ
ン
ド
名
は
「
い
え
じ
ま
家
族
」）。
発

足
３
年
目
と
な
る
平
成
26
年
度
は
、
３
０
０
０

〜
４
０
０
０
万
円
の
売
上
を
見
込
む
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
中
核
を
担
う
の
は
、
昭
和
59
年
創
業
の

有
限
会
社
タ
マ
レ
ン
タ
企
画
だ
。

　
代
表
取
締
役
社
長
の
玉
城
堅
徳
さ
ん
は
、
島

を
訪
れ
る
修
学
旅
行
生
や
観
光
客
を
相
手
に
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
・
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
を
行
う
一

方
、
限
界
集
落
と
し
て
活
力
を
失
い
ゆ
く
島
の

経
済
の
先
行
き
を
憂
え
て
い
た
。「
そ
こ
で
平
成

14
年
か
ら
、
修
学
旅
行
生
を
民
家
で
受
け
入
れ

る
民
泊
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
13
年
目
と
な
っ

た
今
年
は
、
島
全
体
で
約
２
３
０
軒
の
協
力
民

家
が
年
間
延
べ
６
万
名
近
く
の
生
徒
た
ち
を
受

け
入
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
し
か
し
玉
城
さ
ん
は
、
少
子
化
と
高
齢
・
過

疎
化
が
さ
ら
に
進
め
ば
、
民
泊
は
立
ち
ゆ
か
な

く
な
る
と
危
惧
。「
民
泊
が
好
調
な
今
の
う
ち
に
、

次
の
10
年
を
支
え
る
産
業
と
雇
用
の
創
出
を
模

索
し
な
け
れ
ば
」
と
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
目

を
つ
け
た
の
が
、
島
に
自
生
す
る
在
来
小
麦
を

商
用
生
産
し
、
島
内
産
業
の
活
性
化
を
目
指
す
、

６
次
産
業
化
の
連
携
ビ
ジ
ネ
ス
だ
っ
た
。

玉城堅徳さん。長期
的な視野で伊江島の
経済を見渡し続ける

小麦の収量は１年目17トン→2年目35トン
と拡大。契約農家とよく話し合い、協力しな
がら知恵と手間をかけてきた結果、単収（一
反あたりの収量）も増え風味もよくなったと
いう

伊江港隣接のレストラン「いーじまとぅんが」の人気メ
ニュー。外皮（ふすま）も胚芽もまるごと挽いた全粒粉入り
で、在来小麦本来の風味が存分に味わえる「ざるそば」と、
伊江島産の合鴨とカマボコを載せた「鴨そば」

「いえじま家族」ブランド小麦を使った商品たち。伊江島土産として
定着しつつある「ケックン」は、薄く延ばした生地をカラリと揚げて
シンプルに味つけした小麦チップス。平成26年度の「離島フェア」
では優秀賞を受賞した

連携による新たな商品・サービスの実用化までの取り組みを紹介。

連携事業は“なんくるならない”の連続。「次の10 年」を見通す
ビジネスマインドで数多の苦境を乗り越え、島の産業を活気づける

過
疎
の
島
に
活
力
を
与
え
た「
民
泊
」の

次
を
担
え
る
新
た
な
産
業
を
興
し
た
い

民
泊
で
獲
得
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

連
携
体
形
成
の
大
き
な
よ
り
ど
こ
ろ
に

地
域
に
根
差
し
て「
連
携
」を
率
い
る
力
が

小
麦
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
活
か
さ
れ
た

連
携
を
通
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
を
磨
き

「
次
の
10
年
」へ
と
つ
な
げ
て
い
く

在来種「伊江島小麦」
地域連携プロジェクト（いえじま家族）

官
産
産
学

　
６
次
産
業
化
の
第
一
歩
と
し
て
玉
城
さ
ん
は

ま
ず
、
在
来
小
麦
の
収
量
を
商
用
に
足
る
レ
ベ

ル
ま
で
拡
大
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
民

泊
の
時
と
同
じ
よ
う
に
農
家
に
説
明
し
て
回
っ

た
が
、
理
解
が
得
ら
れ
ず
厳
し
い
場
面
も
多
か
っ

た
と
い
う
。「
そ
れ
で
も
、『
美
味
し
い
商
品
を

作
り
さ
え
す
れ
ば
、
売
り
先
は
あ
る
』
と
い
う

確
信
が
あ
っ
た
の
で
、
粘
り
強
く
説
得
を
続
け

ま
し
た
。
民
泊
に
よ
る
年
間
数
万
人
規
模
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
確
信
か
ら
、

契
約
農
家
に
『
収
穫
し
た
小
麦
は
全
て
固
定
価

格
で
買
い
取
る
』
と
約
束
で
き
た
。
こ
れ
が
な

け
れ
ば
こ
の
事
業
は
始
ま
ら
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
」。
６
次
産
業
化
で
は
原
料
生
産
や
商
品
開

発
よ
り
も
商
品
販
売
先
の
確
保
に
苦
し
む
例
が

比
較
的
多
い
が
、
玉
城
さ
ん
に
は
民
泊
で
培
っ

た
〝
出
口
〞
が
既
に
見
え
て
い
た
の
だ
。

　
玉
城
さ
ん
の
事
業
プ
ラ
ン
が
「
中
小
企
業
課

題
解
決
・
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
」

に
採
択
さ
れ
た
平
成
24
年
秋
、
16
戸
の
農
家
に

よ
る
伊
江
島
小
麦
生
産
事
業
組
合
が
連
携
体
に

加
わ
っ
た
。
玉
城
さ
ん
は
「
美
味
し
い
商
品
を

作
る
に
は
小
麦
の
品
質
を
保
ち
な
が
ら
収
量
を

上
げ
る
こ
と
が
第
一
」
と
丁
寧
に
説
明
し
、
土

づ
く
り
や
栽
培
方
法
も
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が

ら
商
用
生
産
化
を
進
め
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、

初
年
度
は
約
３
万
坪
に
作
付
け
し
、
約
17
ト
ン

を
収
穫
。
こ
れ
を
連
携
先
で
あ
る
有
限
会
社
イ
・

モ
ト
が
沖
縄
そ
ば
の
生
麺
に
加
工
し
、
平
成
25

年
６
月
か
ら
民
泊
の
修
学
旅
行
生
に
提
供
を
開

始
し
た
。
さ
ら
に
菓
子
類
や
パ
ン
の
開
発
で
は

県
内
ホ
テ
ル
料
理
長
の
協
力
も
仰
ぎ
な
が
ら
レ

シ
ピ
を
固
め
て
い
っ
た
と
い
う
。

　
続
く
２
年
目
は
小
麦
の
作
付
量
を
倍
増
す
る

一
方
、
認
知
度
ア
ッ
プ
に
向
け
た
取
り
組
み
を

実
施
。
有
限
会
社
沖
縄
ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
を
連

携
体
に
迎
え
、
食
事
や
収
穫
体
験
付
き
ツ
ア
ー

を
企
画
し
て
島
外
か
ら
の
誘
客
に
も
注
力
し
た
。

ま
た
、
野
菜
通
販
サ
イ
ト
「
マ
イ
フ
ァ
ー
マ
ー
」

が
東
京
で
開
催
す
る
即
売
イ
ベ
ン
ト
「
代
官
山

マ
ル
シ
ェ
」
の
一
環
と
し
て
「
伊
江
島
ナ
イ
ト
」

が
企
画
さ
れ
た
際
に
は
、
契
約
農
家
も
参
加
し

て
小
麦
製
品
を
Ｐ
Ｒ
。「
食
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、

情
報
発
信
力
も
あ
る
人
た
ち
か
ら
好
評
を
得
て
、

《連携概念図》

そばのレシピ
開発・加工

（有）ダイユウ産業
小麦粉卸売

中核企業
（有）タマレンタ企画

●小麦事業の統括  ●製品加工販売
●マーケティング  ●レストラン運営
●EC 構築・運用     ●組織構築・改善

平成24年～ 平成25年

平成24年～ 平成26年

（有）沖縄ツアー
センター

旅行商品開発販売

伊江島小麦
生産事業組合

（有）イ・モト

小麦の商用生産

有限会社タマレンタ企画
伊江村字川平310 
☎0980-49-5208　
http://www.tamarentapro.com/
http://iejima-komugi.jp/

（いえじま家族ホームページ）

皆
の
自
信
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
３
年
目
と
な
っ
た
平
成
26
年
は
、
７
月
に
飲

食
施
設
「
い
ー
じ
ま
と
ぅ
ん
が
」
を
伊
江
港
近

く
に
開
業
。
民
泊
以
外
の
観
光
客
や
地
元
客
に

も
小
麦
を
使
っ
た
料
理
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
小
麦
の
収
穫
設
備
や
保
管
サ

イ
ロ
、
製
粉
場
、
体
験
施
設
付
き
の
加
工
場
、

小
麦
製
品
の
直
売
所
な
ど
の
各
種
イ
ン
フ
ラ
も
、

自
社
投
資
で
整
備
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

　
着
実
に
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
玉
城
さ
ん
だ

が
、「
連
携
と
は
つ
く
づ
く
〝
な
ん
く
る
な
ら
な

い
〞
と
い
う
こ
と
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
」
と
語
る
。「
連
携
体
全
員
で
事
業
の
趣
旨
や

方
向
性
を
共
有
し
よ
う
と
し
て
も
、
言
葉
や
文

章
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
苦
労

は
絶
え
ま
せ
ん
が
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
誤
解
や

す
れ
違
い
が
生
じ
な
い
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
密
に
し
な
が
ら
こ
こ
ま
で
進
ん
で
き

ま
し
た
。〝
な
ん
く
る
な
ら
な
い
〞
課
題
を
乗
り

越
え
な
が
ら
成
長
し
つ
つ
あ
る
メ
ン
バ
ー
た
ち

と
一
緒
に
、
基
幹
産
業
へ
と
一
歩
一
歩
近
づ
け

て
い
き
た
い
で
す
」。
民
泊
・
小
麦
に
次
ぐ
〝
そ

の
先
の
10
年
〞
を
し
っ
か
り
と
見
す
え
、
玉
城

さ
ん
は
頼
も
し
い
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。
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AD

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
取
り
込
み
は
最
大
の
使
命

リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
の
た
め
意
欲
的
に
行
動

《
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
ホ
テ
ル
沖
縄
那
覇
》

　
那
覇
・
壺
川
駅
前
の
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
ホ
テ
ル
沖

縄
那
覇
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
で
あ

る
ア
コ
ー
ホ
テ
ル
ズ
の
国
内
８
軒
目
の
ホ
テ
ル
と

し
て
２
０
１
２
年
４
月
に
開
業
。
現
在
で
は
宿
泊

客
の
約
半
数
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
占
め
、
そ
の
９

割
近
く
が
台
湾
・
香
港
・
中
国
本
土
か
ら
の
旅
行

者
だ
と
い
う
。
総
支
配
人
の
猿
丸
新
二
さ
ん
は
、

「
当
ホ
テ
ル
は
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
最
重
要
市
場
の
一
つ
と
し
て
意
識
し
て
い
ま

す
。
中
国
語
圏
か
ら
の
利
用
者
が
多
い
の
は
、
ア

コ
ー
ホ
テ
ル
ズ
と
し
て
中
国
本
土
だ
け
で
１
３
２

軒
の
ホ
テ
ル
を
展
開
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
で
の
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
が
高
い
の
が
理

由
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　
同
ホ
テ
ル
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
へ
の
積

極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
重
要
戦
略
の
一
つ

と
位
置
づ
け
る
。「
航
空
会
社
や
現
地
旅
行
会
社

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
誘
客
に
加
え
、
２
０
１
４
年

は
一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以
下
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
の
海
外
セ
ー
ル

ス
コ
ー
ル
支
援
を
活
用
し
て
タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
上
海
・
ロ
シ
ア
な
ど
計
７
地
域
で
の
新
規
市

場
開
拓
を
行
い
ま
し
た
。
海
外
向
け
Ｂ
to
Ｂ
観
光

媒
体
へ
の
広
告
出
稿
や
、
旅
行
誌
・
女
性
誌
な
ど

の
旅
行
特
集
記
事
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
積
極
的

な
露
出
も
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
猿
丸
さ
ん
。

　
こ
う
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
際
に
、
必

ず
現
地
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
て
、
そ
の
内
容
を

業
務
や
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
さ
せ
て
い
る
点
に
も
注

目
し
た
い
。「
例
え
ば
、
中
国
語
圏
で
は
冷
た
い

飲
み
物
を
出
さ
れ
る
と
『
冷
遇
さ
れ
て
い
る
』

と
感
じ
る
方
が
多
い
そ
う
で
す
。
当
ホ
テ
ル
で

は
飲
み
物
の
選
択
肢
の
中
に
温
か
い
も
の
を
必

ず
用
意
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
朝
食

も
各
地
の
食
習
慣
や
嗜
好
を
考
慮
し
、
野
菜
サ

ラ
ダ
や
麺
類
な
ど
の
〝
好
ま
れ
る
〞
料
理
を
基

本
に
、〝
せ
っ
か
く
だ
か
ら
食
べ
て
み
た
い
〞
沖
縄

料
理
や
和
食
の
メ
ニ
ュ
ー
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
揃
え

る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
お
客
様
か
ら
お
褒
め
の

言
葉
を
よ
り
多
く
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
そ
し
て
、
一
度
利
用
し
て
く
れ
た
宿
泊
客
に
リ

ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
、
接
遇
面
の

ス
キ
ル
向
上
も
重
要
戦
略
に
掲
げ
て
い
る
。
独

自
の
接
遇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
他
、
外
国
語
で
沖
縄

の
魅
力
を
伝
え
る
「
沖
縄
特
例
通
訳
案
内
士
」

の
資
格
取
得
も
奨
励
。
さ
ら
に
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
の
講

師
派
遣
支
援
事
業
を
利
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
ス
キ

ル
強
化
の
た
め
の
講
習
会
も
実
施
し
て
い
る
。

　「
ス
タ
ッ
フ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル

を
上
げ
て
お
客
様
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
へ
の
早
道
に
な
り
ま

す
。
た
だ
、
沖
縄
に
限
ら
ず
全
国
的
な
業
界
共

通
の
課
題
で
す
が
、
長
引
く
不
況
で
ホ
テ
ル
の

利
用
頻
度
が
下
が
っ
た
の
が
原
因
な
の
か
、
若

い
人
の
間
で
ホ
テ
ル
業
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
低
下

し
、
優
れ
た
人
材
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
喜
び
と
、

そ
れ
を
提
供
す
る
喜
び
を
、
若
い
人
に
も
っ
と

知
ら
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
観
光
振
興
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
は
今
や
国

を
挙
げ
た
施
策
で
あ
り
、
ホ
テ
ル
業
界
は
そ
の

重
要
な
役
割
を
担
う
存
在
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

増
加
で
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
て
い
る
今
、

業
界
全
体
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
、
ま
た
戦

特集
加
速
す
る
O
K
I
N
A
W
A

　
　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス

略
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
ア
ッ
プ
は
急
務
と
い
え
る
。

「
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

『
ロ
ー
カ
ル
（
地
域
性
）
と
の
融
合
』。
沖
縄
ら

し
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
チ
ェ
ー

ン
の
優
位
性
も
活
か
し
て
今
後
は
東
南
ア
ジ
ア

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ま
た
ブ
ラ
イ
ダ
ル
市
場
も
取

り
込
ん
で
い
き
た
い
。
沖
縄
の
観
光
振
興
の
た

め
、
当
ホ
テ
ル
の
立
場
か
ら
や
れ
る
こ
と
に
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」
と
猿

丸
さ
ん
は
展
望
を
語
っ
て
く
れ
た
。

春
季
宿
泊
客
の
実
に
９
割
が
欧
米
人

離
島
の
小
さ
な
宿
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
波
が

《
ハ
ナ
ム
ロ
イ
ン
阿
嘉
島
》

　
那
覇
・
泊
港
か
ら
高
速
船
で
50
分
ほ
ど
の
阿

嘉
島
（
座
間
味
村
）
に
、
静
か
な
異
変
が
起
き
て

い
る
。
５
年
ほ
ど
前
か
ら
、
島
を
訪
れ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
、
と
り
わ
け
欧
米
か
ら
の
旅
行
者

が
急
増
し
て
い
る
の
だ
。「『
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ

ト
』
や
『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
』
な
ど
の
海
外
メ
デ
ィ

ア
で
座
間
味
村
が
紹
介
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
私
が
経
営
す
る
宿
も
春
シ
ー
ズ
ン
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
旅
行
者
が
宿
泊
客
の
95
％
を
占

め
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
美
し
い
海
と
空
を
満

喫
で
き
る
宿
泊
施
設
「
ハ
ナ
ム
ロ
イ
ン
阿
嘉
島
」

を
経
営
す
る
大
矢
正
史
さ
ん
だ
。

　
当
時
は
英
語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
か
っ
た
と

い
う
大
矢
さ
ん
だ
が
、「
客
室
６
室
の
小
さ
な
宿

な
の
で
、
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
は
私
個
人
の

能
力
次
第
。
こ
れ
を
機
に
本
格
的
に
英
語
を
勉

強
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
積
極
的
に
取
り
込

も
う
と
決
意
し
ま
し
た
」。
毎
朝
５
時
半
起
床
で

朝
１
時
間
の
英
語
学
習
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
２

年
を
過
ぎ
る
頃
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
と

い
う
。

　
こ
れ
と
並
行
し
て
英
語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

自
作
し
、
２
０
１
３
年
か
ら
は
閑
散
期
に
ワ
ー

ル
ド
ワ
イ
ド
な
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
で
の
集
客
を

開
始
。「
２
０
１
２
年
と
比
較
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
数
は
３
倍
以
上
に
伸
び
、
閑
散
期
の
売
上

が
飛
躍
的
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か

ら
広
報
の
必
要
性
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
ね
」
と

大
矢
さ
ん
。

　
閑
散
期
の
３
〜
４
月
と
９
〜
11
月
に
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
が
集
中
す
る
理
由
を
、
大
矢
さ
ん
は

こ
う
説
明
す
る
。「
こ
の
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
寒
く
、
長
期
休
暇
を
取
る
人
が
多
い
。
休
暇

を
利
用
し
、
桜
や
紅
葉
を
目
当
て
に
日
本
旅
行

を
計
画
し
た
人
が
、
旅
の
最
後
に
島
を
訪
れ
る

と
い
う
流
れ
が
大
半
で
す
」。
夏
場
の
ピ
ー
ク

期
で
も
高
速
船
と
フ
ェ
リ
ー
を
合
わ
せ
て
１
日

１
０
０
０
人
が
送
客
限
度
と
な
る
阿
嘉
島
で
、
閑

散
期
に
集
中
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
誘
客
で
き

れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
〝
夏
だ
け
繁
盛
〞
か
ら
脱
却

し
て
効
率
的
な
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
こ
の
時
期
に
呼
び
続
け

る
に
は
ど
う
す
る
か
。
そ
の
方
法
論
を
学
ぶ
た

め
大
矢
さ
ん
は
現
在
、
産
業
振
興
公
社
の
万
国

津
梁
産
業
人
材
育
成
事
業
を
活
用
し
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
旅
行
会
社
で
２
カ
月
間
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ

研
修
を
受
け
て
い
る
。
帰
国
後
は
、
研
修
の
成

果
を
次
シ
ー
ズ
ン
の
運
営
に
反
映
さ
せ
る
予
定

だ
。
研
修
に
あ
た
っ
て
大
矢
さ
ん
は
、
フ
ラ
ン

ス
人
の
宿
泊
客
か
ら
言
わ
れ
た
ひ
と
こ
と
を
心

に
刻
ん
で
い
る
と
い
う
。

　「『
阿
嘉
島
の
魅
力
は
ツ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で

な
い
（
観
光
地
化
さ
れ
て
い
な
い
）
と
こ
ろ
。

〝
レ
ス
・
イ
ズ
・
モ
ア
（
少
な
い
ほ
ど
豊
か
）〞

だ
か
ら
、
や
り
過
ぎ
る
な
』
と
。
彼
ら
は
便
利

さ
や
娯
楽
よ
り
も
、
海
や
星
空
、
人
の
温
か
さ

を
求
め
て
島
に
来
て
く
れ
る
。Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
は
そ
ん

な
阿
嘉
島
ら
し
さ
を
も
っ
と
広
く
、
深
く
伝
え

る
方
法
論
を
学
ん
で
き
ま
す
。
既
存
の
マ
リ
ン

サ
ー
ビ
ス
や
星
空
ガ
イ
ド
を
拡
充
さ
せ
、
ゆ
く

ゆ
く
は
阿
嘉
島
の
豊
か
な
自
然
を
学
ぶ
学
校
を

建
て
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
て
く
れ
た
。

２
０
１
４
年
は
、海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
海
外
航
空
路
線
の
拡
充
な
ど
、官
民
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ

沖
縄
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
観
光
客
）誘
客
が
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
一
年
だ
っ
た
。県
観
光

政
策
課
の
発
表
に
よ
る
と
、同
年
４
〜
10
月
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数
の
累
計
は
63
万
1
3
0
0
人
。前
年
度

１
年
間
の
累
計
を
既
に
上
回
って
い
る
。今
回
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
最
前
線
に
立
つ
宿
泊
施
設
の
取
り
組
み

を
レ
ポ
ー
ト
し
、業
界
を
越
え
て
参
考
に
し
た
い
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
。

中国語で対応する日本人スタッフ。他にも、フランス人やルー
マニア人、中国人など５カ国のグローバルスタッフが勤務。各
地から那覇への直行便の席数比率やチャーター便の就航状
況をふまえ、ハード・ソフト両面でニーズに即した対応を行う
同ホテルの戦略は、はっきりと“外”に向けられている

施設内の案内掲示物は、
日本語・英語・中国語で
表記している

メルキュールホテル沖縄那覇の猿丸新二さん
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那覇空港からタクシーやモノレールで約10分、駅
から徒歩１分というアクセスの良さがある。さら
に、施設内にはレンタカー営業所が設けられてい
るので観光地への移動も効率的だ

Wi-Fiの完備はもちろん、24
時間対応できる６通貨の両
替機を那覇市内のホテルで
初めて導入した

その3
滞在編
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イ
ン
バ
ウ
ン
ド
取
り
込
み
は
最
大
の
使
命

リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
の
た
め
意
欲
的
に
行
動

《
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
ホ
テ
ル
沖
縄
那
覇
》

　
那
覇
・
壺
川
駅
前
の
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
ホ
テ
ル
沖

縄
那
覇
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
で
あ

る
ア
コ
ー
ホ
テ
ル
ズ
の
国
内
８
軒
目
の
ホ
テ
ル
と

し
て
２
０
１
２
年
４
月
に
開
業
。
現
在
で
は
宿
泊

客
の
約
半
数
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
占
め
、
そ
の
９

割
近
く
が
台
湾
・
香
港
・
中
国
本
土
か
ら
の
旅
行

者
だ
と
い
う
。
総
支
配
人
の
猿
丸
新
二
さ
ん
は
、

「
当
ホ
テ
ル
は
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
最
重
要
市
場
の
一
つ
と
し
て
意
識
し
て
い
ま

す
。
中
国
語
圏
か
ら
の
利
用
者
が
多
い
の
は
、
ア

コ
ー
ホ
テ
ル
ズ
と
し
て
中
国
本
土
だ
け
で
１
３
２

軒
の
ホ
テ
ル
を
展
開
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
で
の
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
が
高
い
の
が
理

由
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　
同
ホ
テ
ル
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
へ
の
積

極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
重
要
戦
略
の
一
つ

と
位
置
づ
け
る
。「
航
空
会
社
や
現
地
旅
行
会
社

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
誘
客
に
加
え
、
２
０
１
４
年

は
一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以
下
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
の
海
外
セ
ー
ル

ス
コ
ー
ル
支
援
を
活
用
し
て
タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
上
海
・
ロ
シ
ア
な
ど
計
７
地
域
で
の
新
規
市

場
開
拓
を
行
い
ま
し
た
。
海
外
向
け
Ｂ
to
Ｂ
観
光

媒
体
へ
の
広
告
出
稿
や
、
旅
行
誌
・
女
性
誌
な
ど

の
旅
行
特
集
記
事
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
積
極
的

な
露
出
も
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
猿
丸
さ
ん
。

　
こ
う
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
際
に
、
必

ず
現
地
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
て
、
そ
の
内
容
を

業
務
や
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
さ
せ
て
い
る
点
に
も
注

目
し
た
い
。「
例
え
ば
、
中
国
語
圏
で
は
冷
た
い

飲
み
物
を
出
さ
れ
る
と
『
冷
遇
さ
れ
て
い
る
』

と
感
じ
る
方
が
多
い
そ
う
で
す
。
当
ホ
テ
ル
で

は
飲
み
物
の
選
択
肢
の
中
に
温
か
い
も
の
を
必

ず
用
意
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
朝
食

も
各
地
の
食
習
慣
や
嗜
好
を
考
慮
し
、
野
菜
サ

ラ
ダ
や
麺
類
な
ど
の
〝
好
ま
れ
る
〞
料
理
を
基

本
に
、〝
せ
っ
か
く
だ
か
ら
食
べ
て
み
た
い
〞
沖
縄

料
理
や
和
食
の
メ
ニ
ュ
ー
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
揃
え

る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
お
客
様
か
ら
お
褒
め
の

言
葉
を
よ
り
多
く
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
そ
し
て
、
一
度
利
用
し
て
く
れ
た
宿
泊
客
に
リ

ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
、
接
遇
面
の

ス
キ
ル
向
上
も
重
要
戦
略
に
掲
げ
て
い
る
。
独

自
の
接
遇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
他
、
外
国
語
で
沖
縄

の
魅
力
を
伝
え
る
「
沖
縄
特
例
通
訳
案
内
士
」

の
資
格
取
得
も
奨
励
。
さ
ら
に
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
の
講

師
派
遣
支
援
事
業
を
利
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
ス
キ

ル
強
化
の
た
め
の
講
習
会
も
実
施
し
て
い
る
。

　「
ス
タ
ッ
フ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル

を
上
げ
て
お
客
様
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
へ
の
早
道
に
な
り
ま

す
。
た
だ
、
沖
縄
に
限
ら
ず
全
国
的
な
業
界
共

通
の
課
題
で
す
が
、
長
引
く
不
況
で
ホ
テ
ル
の

利
用
頻
度
が
下
が
っ
た
の
が
原
因
な
の
か
、
若

い
人
の
間
で
ホ
テ
ル
業
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
低
下

し
、
優
れ
た
人
材
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
喜
び
と
、

そ
れ
を
提
供
す
る
喜
び
を
、
若
い
人
に
も
っ
と

知
ら
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
観
光
振
興
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
は
今
や
国

を
挙
げ
た
施
策
で
あ
り
、
ホ
テ
ル
業
界
は
そ
の

重
要
な
役
割
を
担
う
存
在
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

増
加
で
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
て
い
る
今
、

業
界
全
体
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
、
ま
た
戦

特集
加
速
す
る
O
K
I
N
A
W
A

　
　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス

略
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
ア
ッ
プ
は
急
務
と
い
え
る
。

「
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

『
ロ
ー
カ
ル
（
地
域
性
）
と
の
融
合
』。
沖
縄
ら

し
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
チ
ェ
ー

ン
の
優
位
性
も
活
か
し
て
今
後
は
東
南
ア
ジ
ア

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ま
た
ブ
ラ
イ
ダ
ル
市
場
も
取

り
込
ん
で
い
き
た
い
。
沖
縄
の
観
光
振
興
の
た

め
、
当
ホ
テ
ル
の
立
場
か
ら
や
れ
る
こ
と
に
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」
と
猿

丸
さ
ん
は
展
望
を
語
っ
て
く
れ
た
。

春
季
宿
泊
客
の
実
に
９
割
が
欧
米
人

離
島
の
小
さ
な
宿
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
波
が

《
ハ
ナ
ム
ロ
イ
ン
阿
嘉
島
》

　
那
覇
・
泊
港
か
ら
高
速
船
で
50
分
ほ
ど
の
阿

嘉
島
（
座
間
味
村
）
に
、
静
か
な
異
変
が
起
き
て

い
る
。
５
年
ほ
ど
前
か
ら
、
島
を
訪
れ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
、
と
り
わ
け
欧
米
か
ら
の
旅
行
者

が
急
増
し
て
い
る
の
だ
。「『
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ

ト
』
や
『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
』
な
ど
の
海
外
メ
デ
ィ

ア
で
座
間
味
村
が
紹
介
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
私
が
経
営
す
る
宿
も
春
シ
ー
ズ
ン
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
旅
行
者
が
宿
泊
客
の
95
％
を
占

め
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
美
し
い
海
と
空
を
満

喫
で
き
る
宿
泊
施
設
「
ハ
ナ
ム
ロ
イ
ン
阿
嘉
島
」

を
経
営
す
る
大
矢
正
史
さ
ん
だ
。

　
当
時
は
英
語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
か
っ
た
と

い
う
大
矢
さ
ん
だ
が
、「
客
室
６
室
の
小
さ
な
宿

な
の
で
、
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
は
私
個
人
の

能
力
次
第
。
こ
れ
を
機
に
本
格
的
に
英
語
を
勉

強
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
積
極
的
に
取
り
込

も
う
と
決
意
し
ま
し
た
」。
毎
朝
５
時
半
起
床
で

朝
１
時
間
の
英
語
学
習
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
２

年
を
過
ぎ
る
頃
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
と

い
う
。

　
こ
れ
と
並
行
し
て
英
語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

自
作
し
、
２
０
１
３
年
か
ら
は
閑
散
期
に
ワ
ー

ル
ド
ワ
イ
ド
な
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
で
の
集
客
を

開
始
。「
２
０
１
２
年
と
比
較
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
数
は
３
倍
以
上
に
伸
び
、
閑
散
期
の
売
上

が
飛
躍
的
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か

ら
広
報
の
必
要
性
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
ね
」
と

大
矢
さ
ん
。

　
閑
散
期
の
３
〜
４
月
と
９
〜
11
月
に
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
が
集
中
す
る
理
由
を
、
大
矢
さ
ん
は

こ
う
説
明
す
る
。「
こ
の
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
寒
く
、
長
期
休
暇
を
取
る
人
が
多
い
。
休
暇

を
利
用
し
、
桜
や
紅
葉
を
目
当
て
に
日
本
旅
行

を
計
画
し
た
人
が
、
旅
の
最
後
に
島
を
訪
れ
る

と
い
う
流
れ
が
大
半
で
す
」。
夏
場
の
ピ
ー
ク

期
で
も
高
速
船
と
フ
ェ
リ
ー
を
合
わ
せ
て
１
日

１
０
０
０
人
が
送
客
限
度
と
な
る
阿
嘉
島
で
、
閑

散
期
に
集
中
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
誘
客
で
き

れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
〝
夏
だ
け
繁
盛
〞
か
ら
脱
却

し
て
効
率
的
な
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
こ
の
時
期
に
呼
び
続
け

る
に
は
ど
う
す
る
か
。
そ
の
方
法
論
を
学
ぶ
た

め
大
矢
さ
ん
は
現
在
、
産
業
振
興
公
社
の
万
国

津
梁
産
業
人
材
育
成
事
業
を
活
用
し
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
旅
行
会
社
で
２
カ
月
間
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ

研
修
を
受
け
て
い
る
。
帰
国
後
は
、
研
修
の
成

果
を
次
シ
ー
ズ
ン
の
運
営
に
反
映
さ
せ
る
予
定

だ
。
研
修
に
あ
た
っ
て
大
矢
さ
ん
は
、
フ
ラ
ン

ス
人
の
宿
泊
客
か
ら
言
わ
れ
た
ひ
と
こ
と
を
心

に
刻
ん
で
い
る
と
い
う
。

　「『
阿
嘉
島
の
魅
力
は
ツ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で

な
い
（
観
光
地
化
さ
れ
て
い
な
い
）
と
こ
ろ
。

〝
レ
ス
・
イ
ズ
・
モ
ア
（
少
な
い
ほ
ど
豊
か
）〞

だ
か
ら
、
や
り
過
ぎ
る
な
』
と
。
彼
ら
は
便
利

さ
や
娯
楽
よ
り
も
、
海
や
星
空
、
人
の
温
か
さ

を
求
め
て
島
に
来
て
く
れ
る
。Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
は
そ
ん

な
阿
嘉
島
ら
し
さ
を
も
っ
と
広
く
、
深
く
伝
え

る
方
法
論
を
学
ん
で
き
ま
す
。
既
存
の
マ
リ
ン

サ
ー
ビ
ス
や
星
空
ガ
イ
ド
を
拡
充
さ
せ
、
ゆ
く

ゆ
く
は
阿
嘉
島
の
豊
か
な
自
然
を
学
ぶ
学
校
を

建
て
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
て
く
れ
た
。

２
０
１
４
年
は
、海
外
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
海
外
航
空
路
線
の
拡
充
な
ど
、官
民
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ

沖
縄
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
観
光
客
）誘
客
が
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
一
年
だ
っ
た
。県
観
光

政
策
課
の
発
表
に
よ
る
と
、同
年
４
〜
10
月
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数
の
累
計
は
63
万
1
3
0
0
人
。前
年
度

１
年
間
の
累
計
を
既
に
上
回
って
い
る
。今
回
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
最
前
線
に
立
つ
宿
泊
施
設
の
取
り
組
み

を
レ
ポ
ー
ト
し
、業
界
を
越
え
て
参
考
に
し
た
い
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
。

中国語で対応する日本人スタッフ。他にも、フランス人やルー
マニア人、中国人など５カ国のグローバルスタッフが勤務。各
地から那覇への直行便の席数比率やチャーター便の就航状
況をふまえ、ハード・ソフト両面でニーズに即した対応を行う
同ホテルの戦略は、はっきりと“外”に向けられている

施設内の案内掲示物は、
日本語・英語・中国語で
表記している
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取
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の
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得
の
た
め
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に
行
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メ
ル
キ
ュ
ー
ル
ホ
テ
ル
沖
縄
那
覇
》

　
那
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壺
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前
の
メ
ル
キ
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ル
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沖

縄
那
覇
は
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フ
ラ
ン
ス
の
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
で
あ

る
ア
コ
ー
ホ
テ
ル
ズ
の
国
内
８
軒
目
の
ホ
テ
ル
と

し
て
２
０
１
２
年
４
月
に
開
業
。
現
在
で
は
宿
泊

客
の
約
半
数
を
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
占
め
、
そ
の
９

割
近
く
が
台
湾
・
香
港
・
中
国
本
土
か
ら
の
旅
行

者
だ
と
い
う
。
総
支
配
人
の
猿
丸
新
二
さ
ん
は
、

「
当
ホ
テ
ル
は
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
を
最
重
要
市
場
の
一
つ
と
し
て
意
識
し
て
い
ま

す
。
中
国
語
圏
か
ら
の
利
用
者
が
多
い
の
は
、
ア

コ
ー
ホ
テ
ル
ズ
と
し
て
中
国
本
土
だ
け
で
１
３
２

軒
の
ホ
テ
ル
を
展
開
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
で
の
ブ
ラ
ン
ド
認
知
度
が
高
い
の
が
理

由
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　
同
ホ
テ
ル
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
へ
の
積

極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
重
要
戦
略
の
一
つ

と
位
置
づ
け
る
。「
航
空
会
社
や
現
地
旅
行
会
社

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
誘
客
に
加
え
、
２
０
１
４
年

は
一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
（
以
下
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
）
の
海
外
セ
ー
ル

ス
コ
ー
ル
支
援
を
活
用
し
て
タ
イ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
上
海
・
ロ
シ
ア
な
ど
計
７
地
域
で
の
新
規
市

場
開
拓
を
行
い
ま
し
た
。
海
外
向
け
Ｂ
to
Ｂ
観
光

媒
体
へ
の
広
告
出
稿
や
、
旅
行
誌
・
女
性
誌
な
ど

の
旅
行
特
集
記
事
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
積
極
的

な
露
出
も
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
猿
丸
さ
ん
。

　
こ
う
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
際
に
、
必

ず
現
地
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
て
、
そ
の
内
容
を

業
務
や
サ
ー
ビ
ス
に
反
映
さ
せ
て
い
る
点
に
も
注

目
し
た
い
。「
例
え
ば
、
中
国
語
圏
で
は
冷
た
い

飲
み
物
を
出
さ
れ
る
と
『
冷
遇
さ
れ
て
い
る
』

と
感
じ
る
方
が
多
い
そ
う
で
す
。
当
ホ
テ
ル
で

は
飲
み
物
の
選
択
肢
の
中
に
温
か
い
も
の
を
必

ず
用
意
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
朝
食

も
各
地
の
食
習
慣
や
嗜
好
を
考
慮
し
、
野
菜
サ

ラ
ダ
や
麺
類
な
ど
の
〝
好
ま
れ
る
〞
料
理
を
基

本
に
、〝
せ
っ
か
く
だ
か
ら
食
べ
て
み
た
い
〞
沖
縄

料
理
や
和
食
の
メ
ニ
ュ
ー
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
揃
え

る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
お
客
様
か
ら
お
褒
め
の

言
葉
を
よ
り
多
く
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
そ
し
て
、
一
度
利
用
し
て
く
れ
た
宿
泊
客
に
リ

ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
、
接
遇
面
の

ス
キ
ル
向
上
も
重
要
戦
略
に
掲
げ
て
い
る
。
独

自
の
接
遇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
他
、
外
国
語
で
沖
縄

の
魅
力
を
伝
え
る
「
沖
縄
特
例
通
訳
案
内
士
」

の
資
格
取
得
も
奨
励
。
さ
ら
に
Ｏ
Ｃ
Ｖ
Ｂ
の
講

師
派
遣
支
援
事
業
を
利
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
ス
キ

ル
強
化
の
た
め
の
講
習
会
も
実
施
し
て
い
る
。

　「
ス
タ
ッ
フ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ベ
ル

を
上
げ
て
お
客
様
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
へ
の
早
道
に
な
り
ま

す
。
た
だ
、
沖
縄
に
限
ら
ず
全
国
的
な
業
界
共

通
の
課
題
で
す
が
、
長
引
く
不
況
で
ホ
テ
ル
の

利
用
頻
度
が
下
が
っ
た
の
が
原
因
な
の
か
、
若

い
人
の
間
で
ホ
テ
ル
業
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
低
下

し
、
優
れ
た
人
材
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
喜
び
と
、

そ
れ
を
提
供
す
る
喜
び
を
、
若
い
人
に
も
っ
と

知
ら
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　
観
光
振
興
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
は
今
や
国

を
挙
げ
た
施
策
で
あ
り
、
ホ
テ
ル
業
界
は
そ
の

重
要
な
役
割
を
担
う
存
在
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

増
加
で
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
て
い
る
今
、

業
界
全
体
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
、
ま
た
戦

略
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
ア
ッ
プ
は
急
務
と
い
え
る
。

「
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

『
ロ
ー
カ
ル
（
地
域
性
）
と
の
融
合
』。
沖
縄
ら

し
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
チ
ェ
ー

ン
の
優
位
性
も
活
か
し
て
今
後
は
東
南
ア
ジ
ア

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ま
た
ブ
ラ
イ
ダ
ル
市
場
も
取

り
込
ん
で
い
き
た
い
。
沖
縄
の
観
光
振
興
の
た

め
、
当
ホ
テ
ル
の
立
場
か
ら
や
れ
る
こ
と
に
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」
と
猿

丸
さ
ん
は
展
望
を
語
っ
て
く
れ
た
。

春
季
宿
泊
客
の
実
に
９
割
が
欧
米
人

離
島
の
小
さ
な
宿
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
波
が

《
ハ
ナ
ム
ロ
イ
ン
阿
嘉
島
》

　
那
覇
・
泊
港
か
ら
高
速
船
で
50
分
ほ
ど
の
阿

嘉
島
（
座
間
味
村
）
に
、
静
か
な
異
変
が
起
き
て

い
る
。
５
年
ほ
ど
前
か
ら
、
島
を
訪
れ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
客
、
と
り
わ
け
欧
米
か
ら
の
旅
行
者

が
急
増
し
て
い
る
の
だ
。「『
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ

ト
』
や
『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
』
な
ど
の
海
外
メ
デ
ィ

ア
で
座
間
味
村
が
紹
介
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
私
が
経
営
す
る
宿
も
春
シ
ー
ズ
ン
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の
旅
行
者
が
宿
泊
客
の
95
％
を
占

め
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
美
し
い
海
と
空
を
満

喫
で
き
る
宿
泊
施
設
「
ハ
ナ
ム
ロ
イ
ン
阿
嘉
島
」

を
経
営
す
る
大
矢
正
史
さ
ん
だ
。

　
当
時
は
英
語
が
ほ
と
ん
ど
話
せ
な
か
っ
た
と

い
う
大
矢
さ
ん
だ
が
、「
客
室
６
室
の
小
さ
な
宿

な
の
で
、
受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
は
私
個
人
の

能
力
次
第
。
こ
れ
を
機
に
本
格
的
に
英
語
を
勉

強
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
積
極
的
に
取
り
込

も
う
と
決
意
し
ま
し
た
」。
毎
朝
５
時
半
起
床
で

朝
１
時
間
の
英
語
学
習
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
２

年
を
過
ぎ
る
頃
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
と

い
う
。

　
こ
れ
と
並
行
し
て
英
語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

自
作
し
、
２
０
１
３
年
か
ら
は
閑
散
期
に
ワ
ー

ル
ド
ワ
イ
ド
な
宿
泊
予
約
サ
イ
ト
で
の
集
客
を

開
始
。「
２
０
１
２
年
と
比
較
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
客
数
は
３
倍
以
上
に
伸
び
、
閑
散
期
の
売
上

が
飛
躍
的
に
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か

ら
広
報
の
必
要
性
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
ね
」
と

大
矢
さ
ん
。

　
閑
散
期
の
３
〜
４
月
と
９
〜
11
月
に
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
客
が
集
中
す
る
理
由
を
、
大
矢
さ
ん
は

こ
う
説
明
す
る
。「
こ
の
時
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

は
寒
く
、
長
期
休
暇
を
取
る
人
が
多
い
。
休
暇

を
利
用
し
、
桜
や
紅
葉
を
目
当
て
に
日
本
旅
行

を
計
画
し
た
人
が
、
旅
の
最
後
に
島
を
訪
れ
る

と
い
う
流
れ
が
大
半
で
す
」。
夏
場
の
ピ
ー
ク

期
で
も
高
速
船
と
フ
ェ
リ
ー
を
合
わ
せ
て
１
日

１
０
０
０
人
が
送
客
限
度
と
な
る
阿
嘉
島
で
、
閑

散
期
に
集
中
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
誘
客
で
き

れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
〝
夏
だ
け
繁
盛
〞
か
ら
脱
却

し
て
効
率
的
な
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
こ
の
時
期
に
呼
び
続
け

る
に
は
ど
う
す
る
か
。
そ
の
方
法
論
を
学
ぶ
た

め
大
矢
さ
ん
は
現
在
、
産
業
振
興
公
社
の
万
国

津
梁
産
業
人
材
育
成
事
業
を
活
用
し
て
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
旅
行
会
社
で
２
カ
月
間
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ

研
修
を
受
け
て
い
る
。
帰
国
後
は
、
研
修
の
成

果
を
次
シ
ー
ズ
ン
の
運
営
に
反
映
さ
せ
る
予
定

だ
。
研
修
に
あ
た
っ
て
大
矢
さ
ん
は
、
フ
ラ
ン

ス
人
の
宿
泊
客
か
ら
言
わ
れ
た
ひ
と
こ
と
を
心

に
刻
ん
で
い
る
と
い
う
。

　「『
阿
嘉
島
の
魅
力
は
ツ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で

な
い
（
観
光
地
化
さ
れ
て
い
な
い
）
と
こ
ろ
。

〝
レ
ス
・
イ
ズ
・
モ
ア
（
少
な
い
ほ
ど
豊
か
）〞

だ
か
ら
、
や
り
過
ぎ
る
な
』
と
。
彼
ら
は
便
利

さ
や
娯
楽
よ
り
も
、
海
や
星
空
、
人
の
温
か
さ

を
求
め
て
島
に
来
て
く
れ
る
。Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
は
そ
ん

な
阿
嘉
島
ら
し
さ
を
も
っ
と
広
く
、
深
く
伝
え

る
方
法
論
を
学
ん
で
き
ま
す
。
既
存
の
マ
リ
ン

サ
ー
ビ
ス
や
星
空
ガ
イ
ド
を
拡
充
さ
せ
、
ゆ
く

ゆ
く
は
阿
嘉
島
の
豊
か
な
自
然
を
学
ぶ
学
校
を

建
て
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
て
く
れ
た
。

大矢さんの宿の食事は、「日本がと
にかく大好き」な外国人と「自分のス
タイルを変えたくない」外国人それ
ぞれの嗜好を考慮したもの。朝食は
パン食に絞り、夕食では洋食を基本
に沖縄料理や和食メニューなども
交え、ローカル食を味わいたい人も
楽しめる料理を提供している

ハナムロイン阿 嘉 島
のモットーは、「オープ
ン エア（ 開 放 感 ）、美
味、清潔」。繁忙期のス
タッフ採用にあたって
は、英語が流暢である
ことよりも、外国人との
コミュニケーションを
積極的に楽しもうとす
る姿勢を重視している
という

株式会社星野リゾートが実施した「VIP対応等のおもてなし英
会話研修及び接客スキル向上研修」の様子。沖縄の旅を満喫
してもらえるようなワンランク上の英語接客を学ぶクラス

ハナムロイン阿嘉島の大矢正史さん

テラスには多種多様な国
籍の人が集まり、思い思
いに交流を楽しむ。「ヨー
ロッパのリゾート地では
味わえない静かさ」に惹
かれ 、パリやローマなど
からも繰り返し訪れる客
が後を絶たない

ハナムロイン阿嘉島
（ハナムロ・インターナショナル）

座間味村阿嘉52  ☎098-987-2301
http://www.hanamuro.com

　世界水準の観光リゾート地を目指す沖縄県では、インバウンド客
の受け入れに取り組む県内事業者への支援が重点的に行われてい
る。中でもOCVBが行う各種支援事業は、「インバウンド客の満足度向

上」という至上目標に
向けて多様かつ充実
したメニューが用意さ
れ、事業者による活用
も年々進んでいる。
　インバウンド客向け
のサポートとして代表
的なのが、電話やメールなどを使って通訳や緊急時の
対応、観光情報の提供などを無料で行う多言語コール
センターだ。英語・韓国語・中国語（繁体字・簡体字）に
対応した同センターの運営を受託するOCVB企画総
務部企画広報課の米谷保彦課長は、センターの役割
について「インバウンド客が〝安心・安全〟な沖縄旅行を
楽しめるようサポートすることが最大の使命」と話す。現
在は情報提供・通訳対応・トラブル対応の順に問い合
わせが多く、情報提供ではバスの乗り継ぎに関する問
い合わせが最も多いとのこと。「センターでの対応内容
が詳細にまとめられた分析報告書はインターネットで公
開されています（※注1）。インバウンド客の要望や苦情、
相談などのデータやコメントから、ビジネスのヒントになる
ニーズが見えてきます。事業者の方がマーケティングや
事業戦略を考える上で役立つ資料だと思います」と米
谷さんは活用を勧めている。
　県内事業者向けのサポートとしては、質の高いサー
ビスを提供できる人材の育成を後押しする「世界に通
用する観光人材育成
事業」が代表的だ。こ
の事業は講師派遣・

語学研修リーダー設置支援・観光人材育成セミナー開催の3本柱で
構成されている。「講師派遣では、語学や接遇、ビジネススキルなどの研
修やセミナーを自社で実施したい事業者に対し、講師の派遣を行って
います」と説明するのは、OCVB国内事業部受入推進課の大城清剛
課長。同事業を活用して今年度行われた講師派遣は既に85件、受講
者は387名に上るという。詳しくは沖縄観光人材育成マッチングサイト
『育人（はぐんちゅ）』（※注2）で確認可能だ。
　「同事業は2015年2月まで継続して行います。また、外国人または語学堪能な人材の雇用にあた
り、最大9カ月間の費用を助成する『語学研修リーダー設置支援』については助成期間が残り少ない
ので、申し込みはお早めに」と大城課長。

　この他、翻訳支援やWi-Fi設置支援、海外セール
ス活動にかかる費用の一部を支援する「海外セー
ルスコール支援」も活用頻度の高い支援メニュー
だ。それぞれ対象業種が異なるので詳しくはウェブサ
イトで確認してほしい。

～満足度向上や人材育成支援で幅広いサポートを実施～
沖縄におけるインバウンド関連支援施策の今

米谷保彦課長

大城清剛課長

晴れた日の夜間ともなれ
ば満天の星が夜空を彩る
阿嘉島。気象予報士の資
格を持つ大矢さんによる
星 座 の 説 明 を 交 えな が
ら、美しい夜空を鑑賞でき
るのも同宿の魅力の一つ

出典  ●平成25年度外国人観光客向け多言語
　　　情報発信コールセンター運営事業報告書

多言語コールセンター対応内容

項目別内訳

通訳対応
20.4％

担当者対応中1.2％
その他1％

情報提供 59.4％

トラブル対応
 15.1％

対応サービス 2.8％

窓口関連
その他

2.6％
0.3％

事故
盗難・紛失・置忘れ
病気・怪我

災害
その他

1.4％

2.2％
4.5％

2.1％

4.9％

状況説明
商品・金額関連
交通機関関連

その他

5.8％

5.5％
8.2％

1.0％

観光施設・観光情報
一般店舗案内
宿泊施設案内
交通機関関連

その他

14.0％

5.8％ 20.9％

9.8％

8.9％

通
訳
対
応

情
報
提
供

ト
ラ
ブ
ル
対
応
対
応

サ
ー
ビ
ス

沖縄インバウンドnet
http://www.visitokinawa.jp/oin/

※注1
沖縄観光人材育成マッチングサイト
育人（はぐんちゅ）
http://jinzai.ocvb.or.jp/hagunchu/

※注2



　
ジ
ャ
ス
ミ
ン
ソ
フ
ト
は
、業
務
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
自
動
生
成
ツ
ー
ル「
Ｗ
ａ

ｇ
ｂ
ｙ
（
ワ
グ
ビ
ー
）」を
武
器
に
、シ
ス
テ

ム
開
発
業
界
に
新
た
な
潮
流
を
起
こ
し

つ
つ
あ
る
。創
業
か
ら
14
年
、沖
縄
を
開

発
拠
点
に
据
え
、変
化
の
激
し
い
Ｉ
Ｔ
業

界
で
戦
い
続
け
る
代
表
取
締
役
の
贄
良

則
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

創
業
事
業
か
ら
無
念
の
撤
退

自
社
開
発
ソ
フ
ト
で
起
死
回
生
へ

　
当
社
の
主
力
製
品
「
Ｗ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ
」
は
、
仕

様
書
を
日
本
語
で
入
力
し
て
い
く
だ
け
で
、

ユ
ー
ザ
ー
ご
と
に
最
適
な
シ
ス
テ
ム
環
境
を
自

動
的
に
生
成
す
る
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
知
識
不

要
の
開
発
ツ
ー
ル
で
す
。
導
入
社
数
は
２
０
１

４
年
11
月
時
点
で
全
国
２
６
１
社
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
数
は
３
９
６
件
に
達
し
ま
し
た
。

　
２
０
０
１
年
の
創
業
当
初
は
主
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
の
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
国
が
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
推

進
に
つ
い
て
明
確
な
指
針
を
示
し
て
お
り
、
当

社
も
沖
縄
県
に
お
け
る
モ
デ
ル
事
業
を
受
託
す

る
な
ど
、「
こ
の
分
野
は
将
来
有
望
だ
」
と
自

信
を
持
っ
て
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
２
０
０
４
年
、「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

マ
ッ
プ
」
の
登
場
で
状
況
は
一
変
し
ま
す
。
あ

れ
だ
け
の
機
能
を
無
料
で
提
供
さ
れ
て
は
、
手

の
打
ち
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
当
社
も

生
き
残
り
を
か
け
、
自
社
開
発
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

で
の
事
業
開
拓
に
舵
を
切
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
で
生
ま
れ
た
ソ
フ
ト
の
一
つ
が
Ｗ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ

だ
っ
た
ん
で
す
。

「
開
発
に
も
自
動
化
の
波
が
来
る
」

商
流
は
な
か
っ
た
が
確
信
は
あ
っ
た

　
Ｗ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
に
開
発
し
た
自
動
生
成
機
能
を
応
用

し
、
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
短
期
間
で
開

発
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た

も
の
で
す
。
し
か
し
、
当
時
は
こ
う
し
た
ツ
ー
ル

自
体
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
商
流
も

な
い
に
等
し
か
っ
た
。
さ
ら
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
、
東
日
本
大
震
災
と
苦
境
が
続
き
ま
し
た

が
、そ
れ
で
も
社
員
に
「
Ｗ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ
は
絶
対
に

日
の
目
を
見
る
時
が
来
る
」
と
言
い
続
け
ら
れ

た
の
は
、
私
な
り
の
確
信
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
ま
ず
、
業
種
や
規
模
を
問
わ
ず
活
用
で
き
る

Ｗ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ
は
今
後
の
可
能
性
が
大
き
い
。
そ

し
て
、
ど
ん
な
産
業
で
も
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
れ

ば
、
家
内
制
手
工
業
が
機
械
化
・
自
動
化
の
波

に
飲
ま
れ
る
時
期
が
あ
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
開

発
・
保
守
の
仕
事
は
人
の
手
を
必
要
と
す
る
作

業
が
多
い
か
ら
と
、
開
発
拠
点
を
地
方
や
海
外

へ
移
す
流
れ
も
あ
り
ま
す
が
、私
は
そ
れ
に
は

反
対
で
し
た
。
誰
が
や
っ
て
も
同
じ
、
つ
ま
り
コ

モ
デ
ィ
テ
ィ
化
で
き
る
部
分
は
、
Ｗ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ

の
よ
う
な
ツ
ー
ル
で
自
動
化
し
た
方
が
、
時
間

も
コ
ス
ト
も
大
幅
に
削
減
で
き
る
。
シ
ス
テ
ム

開
発
に
も
自
動
化
の
波
は
必
ず
来
る
、
と
感
じ

た
の
で
す
。
こ
う
し
た
確
信
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
時
に

は
持
て
な
か
っ
た
。
誰
か
に
与
え
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
自
分
の
中
か
ら
芽
生
え
た
Ｗ
ａ
ｇ

ｂ
ｙ
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
不
況
下
で
も
恐
れ
ず

信
じ
て
突
き
進
め
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

〝
超
高
速
開
発
〞を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
う
ね
り
を
つ
く
る

　
そ
れ
か
ら
は
代
理
店
と
二
人
三
脚
で
営
業
を

続
け
、
２
０
１
１
年
に
は
「
Ｗ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ
ユ
ー

ザ
ー
会
」
を
設
立
。
地
道
な
営
業
が
実
を
結

び
、
採
用
社
数
が
２
０
０
社
に
近
づ
い
た
２
０

１
２
年
３
月
、
当
社
最
大
の
転
機
と
も
い
え

る
出
来
事
が
起
こ
り
ま
す
。
業
界
誌
「
日
経

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」に「
超
高
速
開
発
が
日
本
を

救
う
」
と
い
う
特
集
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
中
で

Ｗ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ
が
主
要
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
紹

介
さ
れ
た
の
で
す
。そ
れ
を
機
に
、大
手
企
業
や

自
治
体
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
急
増
し
ま
し
た
。

　
こ
の
好
機
を
一
過
性
の
も
の
に
終
わ
ら
せ

た
く
な
い
。
そ
こ
で
同
年
４
月
に
競
合
他
社

に
呼
び
か
け
て
、
５
社
合
同
で
バ
ト
ル
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
予
想
以
上

に
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
同
年
８
月
に
は
13

社
で
「
超
高
速
開
発
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
設

立
。
各
社
が
得
意
分
野
を
前
面
に
出
し
な
が

ら
連
動
し
、〝
超
高
速
開
発
〞
の
市
場
を
成
長

さ
せ
よ
う
と
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

　〝
超
高
速
開
発
〞
と
い
う
商
流
を
生
み
だ
す

現
場
に
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
貴

重
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。
当
社
の
当
面
の

目
標
は
、
Ｗ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ
の
国
内
ユ
ー
ザ
ー
数

１
０
０
０
社
の
達
成
で
す
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

は
大
き
い
で
す
が
、
支
え
て
く
だ
さ
る
ユ
ー

ザ
ー
や
代
理
店
、
多
く
の
方
々
の
ご
恩
に
報

い
る
た
め
に
も
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

▲Wagby技術者の祭典「Wagby Developer Day 
　2014」の様子。121名が集まった
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リ
ー
ダ
ー
の

事
業
展
開
の
中
で
、
リ
ー
ダ
ー
は
常
に
決
断
を
迫
ら
れ
る
。

会
社
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

リ
ー
ダ
ー
の
決
断
と
そ
の
軌
跡
を
追
う
。

人から与えられたものでは
不況を乗り越えられない

自ら商流をつくる経験が大きな財産に
株式会社 ジャスミンソフト

代表取締役  贄 良則 さん
にえ

ビ
ジ
ネ
ス
航
路
図

株式会社 ジャスミンソフト
宜野湾市宇地泊902-1
☎098-890-6036　
http://www.jasminesoft.co.jp/

Wagbyにより開発された
プロジェクト数の推移
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詳細設計 単体テスト 結合テスト/
総合テスト

プログラ
ミング

要件定義/
基本設計

Wagbyを
使った場合

期間短縮結合テスト/
総合テスト

ほとんど不要に

Wagbyなどの自動生成ツールの有無による開発期間の比較

（年）

（件）



　
ジ
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務
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プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
自
動
生
成
ツ
ー
ル「
Ｗ
ａ

ｇ
ｂ
ｙ
（
ワ
グ
ビ
ー
）」を
武
器
に
、シ
ス
テ

ム
開
発
業
界
に
新
た
な
潮
流
を
起
こ
し

つ
つ
あ
る
。創
業
か
ら
14
年
、沖
縄
を
開

発
拠
点
に
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え
、変
化
の
激
し
い
Ｉ
Ｔ
業

界
で
戦
い
続
け
る
代
表
取
締
役
の
贄
良

則
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

創
業
事
業
か
ら
無
念
の
撤
退

自
社
開
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で
起
死
回
生
へ
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社
の
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、
仕
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を
日
本
語
で
入
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し
て
い
く
だ
け
で
、
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ー
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ご
と
に
最
適
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テ
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環
境
を
自

動
的
に
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る
、
プ
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グ
ラ
ミ
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グ
知
識
不

要
の
開
発
ツ
ー
ル
で
す
。
導
入
社
数
は
２
０
１

４
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11
月
時
点
で
全
国
２
６
１
社
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
数
は
３
９
６
件
に
達
し
ま
し
た
。

　
２
０
０
１
年
の
創
業
当
初
は
主
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
の
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
国
が
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
推

進
に
つ
い
て
明
確
な
指
針
を
示
し
て
お
り
、
当

社
も
沖
縄
県
に
お
け
る
モ
デ
ル
事
業
を
受
託
す

る
な
ど
、「
こ
の
分
野
は
将
来
有
望
だ
」
と
自

信
を
持
っ
て
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
２
０
０
４
年
、「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

マ
ッ
プ
」
の
登
場
で
状
況
は
一
変
し
ま
す
。
あ

れ
だ
け
の
機
能
を
無
料
で
提
供
さ
れ
て
は
、
手

の
打
ち
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
当
社
も

生
き
残
り
を
か
け
、
自
社
開
発
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

で
の
事
業
開
拓
に
舵
を
切
り
ま
し
た
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そ
ん
な

中
で
生
ま
れ
た
ソ
フ
ト
の
一
つ
が
Ｗ
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だ
っ
た
ん
で
す
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開
発
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は
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は
、
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ア
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リ
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に
開
発
し
た
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生
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を
応
用

し
、
業
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プ
リ
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シ
ョ
ン
を
短
期
間
で
開

発
で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た

も
の
で
す
。
し
か
し
、
当
時
は
こ
う
し
た
ツ
ー
ル

自
体
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
商
流
も

な
い
に
等
し
か
っ
た
。
さ
ら
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
、
東
日
本
大
震
災
と
苦
境
が
続
き
ま
し
た

が
、そ
れ
で
も
社
員
に
「
Ｗ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ
は
絶
対
に

日
の
目
を
見
る
時
が
来
る
」
と
言
い
続
け
ら
れ

た
の
は
、
私
な
り
の
確
信
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
ま
ず
、
業
種
や
規
模
を
問
わ
ず
活
用
で
き
る

Ｗ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ
は
今
後
の
可
能
性
が
大
き
い
。
そ

し
て
、
ど
ん
な
産
業
で
も
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
れ

ば
、
家
内
制
手
工
業
が
機
械
化
・
自
動
化
の
波

に
飲
ま
れ
る
時
期
が
あ
っ
た
。
シ
ス
テ
ム
開

発
・
保
守
の
仕
事
は
人
の
手
を
必
要
と
す
る
作

業
が
多
い
か
ら
と
、
開
発
拠
点
を
地
方
や
海
外

へ
移
す
流
れ
も
あ
り
ま
す
が
、私
は
そ
れ
に
は

反
対
で
し
た
。
誰
が
や
っ
て
も
同
じ
、
つ
ま
り
コ

モ
デ
ィ
テ
ィ
化
で
き
る
部
分
は
、
Ｗ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ

の
よ
う
な
ツ
ー
ル
で
自
動
化
し
た
方
が
、
時
間

も
コ
ス
ト
も
大
幅
に
削
減
で
き
る
。
シ
ス
テ
ム

開
発
に
も
自
動
化
の
波
は
必
ず
来
る
、
と
感
じ

た
の
で
す
。
こ
う
し
た
確
信
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
時
に

は
持
て
な
か
っ
た
。
誰
か
に
与
え
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、
自
分
の
中
か
ら
芽
生
え
た
Ｗ
ａ
ｇ

ｂ
ｙ
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
不
況
下
で
も
恐
れ
ず

信
じ
て
突
き
進
め
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

〝
超
高
速
開
発
〞を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
う
ね
り
を
つ
く
る

　
そ
れ
か
ら
は
代
理
店
と
二
人
三
脚
で
営
業
を

続
け
、
２
０
１
１
年
に
は
「
Ｗ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ
ユ
ー

ザ
ー
会
」
を
設
立
。
地
道
な
営
業
が
実
を
結

び
、
採
用
社
数
が
２
０
０
社
に
近
づ
い
た
２
０

１
２
年
３
月
、
当
社
最
大
の
転
機
と
も
い
え

る
出
来
事
が
起
こ
り
ま
す
。
業
界
誌
「
日
経

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」に「
超
高
速
開
発
が
日
本
を

救
う
」
と
い
う
特
集
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
中
で

Ｗ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ
が
主
要
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
紹

介
さ
れ
た
の
で
す
。そ
れ
を
機
に
、大
手
企
業
や

自
治
体
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
急
増
し
ま
し
た
。

　
こ
の
好
機
を
一
過
性
の
も
の
に
終
わ
ら
せ

た
く
な
い
。
そ
こ
で
同
年
４
月
に
競
合
他
社

に
呼
び
か
け
て
、
５
社
合
同
で
バ
ト
ル
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
予
想
以
上

に
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
同
年
８
月
に
は
13

社
で
「
超
高
速
開
発
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
設

立
。
各
社
が
得
意
分
野
を
前
面
に
出
し
な
が

ら
連
動
し
、〝
超
高
速
開
発
〞
の
市
場
を
成
長

さ
せ
よ
う
と
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

　〝
超
高
速
開
発
〞
と
い
う
商
流
を
生
み
だ
す

現
場
に
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
貴

重
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。
当
社
の
当
面
の

目
標
は
、
Ｗ
ａ
ｇ
ｂ
ｙ
の
国
内
ユ
ー
ザ
ー
数

１
０
０
０
社
の
達
成
で
す
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

は
大
き
い
で
す
が
、
支
え
て
く
だ
さ
る
ユ
ー

ザ
ー
や
代
理
店
、
多
く
の
方
々
の
ご
恩
に
報

い
る
た
め
に
も
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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詳細設計 単体テスト 結合テスト/
総合テスト

プログラ
ミング

要件定義/
基本設計

Wagbyを
使った場合

期間短縮結合テスト/
総合テスト

ほとんど不要に

Wagbyなどの自動生成ツールの有無による開発期間の比較

（年）

（件）

Dプリンタとは「コンピュータ上で作成した3次元
（3D）のデータを、造形物として出力する機械」

の総称。その技術自体は既に30年以上前から実用化され
ていたが、出力方式の主流である熱溶解積層方式（以下
FDM方式）の基本特許が2009年に切れたことを機に、多
くの企業が開発に参入。低価格化が一気に進み、普及の
波が押し寄せてきた。
3Dプリンタに詳しい株式会社夢づくり沖縄代表取締役

の新井良直さんによると「現在は200種類以上の製品が販
売されていて、その約8割は30万円以下。10万円前後の卓
上機も増えてきました」とのことだ。
3Dプリンタの主流のFDM方式は、細長いワイヤー状に

した樹脂などを熱で溶かしながら、3Dデータに従って少
しずつ積み重ねていくというもの。「“大きいものから削り
だす”のが主流だったものづく
りの概念が、大きく変わりまし
た。特に中小企業や個人の自
由度が飛躍的に高まりました
ね」と新井さん。例えば試作品
や一点もの、オーダーメイド品
などの製作を外注から自社製
作に変えれば、コストや時間を
削減できる。最近では、食材を
素材として使える「フードプリ
ンタ」も登場した。「ものづくり

とは一見無縁に見える業界、例えば販売業やサービス業
でも、売り場の什器やノベルティなどの製作に使えます。
あらゆる分野で可能性を探ってほしいですね」
ただし、低価格の3Dプリンタには造形に時間がかかる、
積層痕が残る、使える色の数が制限される、などの注意点
もある。製品によって性能に大きな開きがあり、高性能な
ものは依然として高価だ。新井さんは「ビジネス用途での
導入は、自社の用途に見合う製品の見極めが重要です。事
前に専門家に相談するのが無難でしょう」と進言する。「光
造形（紫外線を当てると固まる樹脂を利用）方式や粉末焼
結積層（素材を粉末状にしレーザーで焼き固める）方式な
ど、FDM以外の方式のプリンタも今後、特許切れなどを背
景に価格破壊が始まることが予想されます。まずは安価
なタイプでノウハウを蓄積し、半年～1年後をめどに本格
的な導入を検討した方が、結果として知識・技術の蓄積
と、価格メリットの両方を享受できます」

もう一つ、気になるのが3Dソフトの操作やプリンタの扱
い方の難しさだが、新井さんは「無料でダウンロードできる
ツールや自習用の動画が、Web上で多数公開されています。
比較的容易に習得できるでしょう」と断言する。「『こんなも
のが欲しい』という目的が明確で、『買わずに自前でつくる
んだ』という強い意志があれば、すぐにコツを掴めますよ」
3Dプリンタの市場規模は、2018年には現在の4倍まで
拡大するとの調査レポートも出ているという。「沖縄はデ
ザインスキルの高い人が多い。今は全国的に3Dクリエイ
ターが不足していますので、沖縄がこの分野の先進地に
なれる可能性は高いと思います。教育にも力を入れるべ
きですね」と新井さん。3Dプリンタ黎明期の今、産業と教
育の両面でいかに動くかが問われていると言えそうだ。

3 基本的な用語や最新用語を身につけて、
ビジネスの現場で活かそう！

今さら聞けないビジネス用語

“ 3
スリーディー

Dプリンタ”

3Dプリントされたフィギュアや模型。造
形後に研磨、塗装などの後処理を施すこ
とで、より美しい仕上がりに。一度に造形
できない大きなサイズのものは、パーツ
に分けて造形する

建築模型の3D造形プリントも低コスト
で実現

夢づくり沖縄で使用している3D
プリンタは縦25cm×横25cm×
高さ27.5cm、重さ5kg。最大で
幅15cm×奥行き13cm×高さ
10cmまで造形できる

文・照屋隆司（てるやりゅうじ）
有限会社開発屋でぃきたん代表取締役。食品・生物資源産業分野の技術系コ
ンサルタント。酒造会社・県農業試験場・（株）TTCを経て99年より現職。（公財）
沖縄県産業振興公社登録専門家。（一社）日本臨床栄養協会認定NRサプリメ
ントアドバイザー。（一社）日本産業カウンセラー協会資格登録・産業カウンセ
ラー。カウンセリングルーム「キャリアオアシス楠」主宰。http://www.dikitang.jp
照屋隆司による「食品・化粧品などの開発、技術、表示等に関する無料相談」
受付中！  ※要予約
問い合わせ：沖縄県中小企業支援センター　☎098-859-6237

でぃきたん照屋の
商品開発

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ラ
ム

文・友利至伯（ともりよしとも）  株式会社アドスタッフ博報堂
マーケティングソリューション局 R&D 推進部  マーケティングプランナー
1980年浦添生まれ。05～08年までオクラホマ州立セントラルオクラホマ大学にてマーケティングを修学後、
同社へ入社。アカウント局を経て、マーケティングソリューション局へ配属。現在は官公庁、民間企業のリサーチ
及びプランニング業務に従事。

日
々
雑
感 水分活性の原理を商品開発に

食品の保存性や安全性を高めることは商品
開発上重要な課題となります。製造した食品の
品質保持期間（賞味期限や消費期限）によっ
て、どれだけ遠くまで商品を流通させられるかが
決まるからです。

食品の品質劣化を進める最も大きな要因は
微生物の増殖です。微生物の増殖のしやすさ
は食品の成分や保存温度の影響を受けます。

食品の保存性を高める手段としては、ジャム
のように砂糖で煮詰めたり、佃煮にしたり、塩漬
けにしたり、あるいは乾燥させるなどの加工が施
されます。これらの加工は原理的にいうと「水
分活性」を低くする方法です。同じ水分量でも、
溶けている物質の濃度が高いほど水分活性が
低くなります。微生物が増殖するためには水が
必要ですが、水分活性が低くなると、それだけ
微生物は水を利用しづらくなるのです。

水分活性は機器で簡単に測定して数値で
表すことができます。その数値により、食品の日
持ちや適切な保存条件をある程度予測するこ
とができます。例えば真空パック詰めの食品で
pHが4.6より高く、水分活性が0.94より高い食
品は、レトルト殺菌をするか、あるいは冷蔵で販
売しなければなりません。また、砂糖は水分活性
を低くする素材として使われますが、最近は甘
味の低い糖類で水分活性を低下させるという
方法が菓子などで用いられます。

水分活性測定器は沖縄県工業技術セン
ターに設置されており、使い方は簡単です。な
お、水分活性は保存性の高い商品を作るため
の成分設計上、また品質管理上も重要な項目
ですので、測定器を社内に設置することもあわ
せてお勧めします。

前
回
は
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
の「
共
感
戦

略
」に
つ
い
て
で
し
た
が
、今
回
は「
メ
デ
ィ

ア
戦
略
」に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き 

ま
す
。妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
は
共
感
戦
略
に
よ
っ

て
優
良
な
コ
ン
テ
ン
ツ
に
な
り
ま
し
た
が
、

も
ち
ろ
ん
そ
れ
だ
け
で
は
大
ヒ
ッ
ト
に
繋

が
り
ま
せ
ん
。そ
こ
に
は
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
へ

情
報
を
届
け
、シ
ッ
カ
リ
と
魅
力
を
理
解

さ
せ
る
メ
デ
ィ
ア
戦
略
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
と
は「
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ

ア
」で
す
。「
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
」と
は
、一つ

の
作
品
を
複
数
メ
デ
ィ
ア
に
て
発
信
す
る

こ
と
で
、リ
ー
チ
率
を
向
上
さ
せ
、認
知

獲
得
、理
解
促
進
、興
味
喚
起
を
促
す

手
法
で
す
。妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
は
元
々
ゲ
ー

ム
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
が
、

ゲ
ー
ム
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
小
学
生
と
の

接
触
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る「
漫
画
」「
ア
ニ
メ
」

「
グ
ッ
ズ
」等
に
多
展
開
す
る
こ
と
で
、

第
2
の
ポ
ケ
モ
ン
と
称
さ
れ
る
ま
で
に
成

長
し
ま
し
た
。様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
展
開

す
る
場
合
、最
も
重
要
な
こ
と
は
作
品
が

持
つ
世
界
観
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
性
格
を 

〝
ブ
レ
さ
せ
な
い
〟よ
う
に
す
る
こ
と
だ
そ

う
で
す
。
確
か
に
、ア
ニ
メ
で
は
ド
ジ
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
、漫
画
で
は
シ
ッ
カ
リ
し

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
ら
見
て
い

る
ほ
う
は
混
乱
す
る
と
思
い
ま
す
。そ
う 

な
ら
な
い
た
め
に
も
、頻
繁
に
会
議
を
行

い
、綿
密
な
打
合
せ
を
行
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。コ
ン
テ
ン
ツ
の
軸
を
ブ
レ
さ
せ
な

い
情
報
発
信
が「
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
」に
は

必
要
で
あ
り
、そ
の
努
力
が
大
ヒ
ッ
ト
を 

生
ん
だ
一
番
の
要
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〜
千
思
万
考
〜

「
メ
デ
ィ
ア
戦
略
の
重
要
性
」
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お
す
す
め
！

お
す
す
め
！

農業生産法人有限会社
勝山シークヮーサー
名護市字勝山9
☎0980-53-8686
http://www.mayaga.com
※ホームページは2015 年1 月中旬までメンテナンス中

「
足
元
の
宝
」
を
徹
底
活
用
し
、
地
域
を
支
え
る
沖
縄
ブ
ラ
ン
ド
へ

「
s
e
a-

s
u
n 

勝
山
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
」

地
域
自
慢
の

す
ぐ
り
む
ん

　
名
護
市
街
地
か
ら
車
で
約
10
分
、
嘉
津
宇
岳
や

安
和
岳
に
囲
ま
れ
た
勝
山
集
落
で
地
元
の
生
産
農

家
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行
う
農
業
生
産

法
人
有
限
会
社
勝
山
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
。
同
社
の

主
力
商
品
で
あ
る
無
添
加
無
着
色
の
勝
山
産
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
１
０
０
％
果
汁
「
ｓ
ｅ
ａ-

ｓ
ｕ
ｎ

勝
山
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
」
は
、
国
際
味
覚
審
査
機

構
（
ｉ
Ｔ
Ｑ
ｉ
）
の
優
秀
味
覚
賞
審
査
で
２
０
１

２
年
か
ら
３
年
連
続
で
最
高
位
の
三
ツ
星
に
輝

き
、
２
０
１
４
年
に
は
３
年
連
続
三
ツ
星
に
与
え

ら
れ
る
「
ク
リ
ス
タ
ル
味
覚
賞
」
を
県
産
品
と
し

て
初
め
て
受
賞
し
た
。

　
代
表
取
締
役
の
山
川
良
勝
さ
ん
は
「
最
も
大
切

に
し
て
い
る
の
は
、
新
鮮
で
良
質
な
原
料
を
使
う

代表取締役の
山川良勝さん

「ゴールド」は苦味が強いが主力商品と比べてノビレチンを３倍
多く含み、健康志向の人に好まれるという。いずれも飲み物に
料理にと幅広く使える。※「初搾り」については右下写真も参照

10月から始まる加工シーズンの初めに収穫
した果実だけを使った、季節・本数限定商品

「初搾り」が新登場。淡い色合いと鮮やかな
香りが印象的だ。予想を上回る反響があり、
今シーズン分は既に完売とのこと

シークヮーサーはレモンやスダチ、カボスなどの仲
間ではなく、実はミカンの仲間。青切り果実は８～
９月が旬で、香り高い搾り汁を料理などに使える。
そして１～２月頃になると、ジューシーで甘酸っぱ
い果肉をミカンのように食べることができる

品
質
最
優
先
の
商
品
づ
く
り
で

海
外
か
ら
も
高
評
価
を
獲
得

「
美
味
し
く
な
け
れ
ば
続
か
な
い
」

ブ
ー
ム
を
超
え
た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
へ

飲
料
以
外
に
も
広
が
る
可
能
性

新
工
場
完
成
で
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

地
域
の
特
産
品
か
ら
生
ま
れ
た

注
目
の
商
品
を
紹
介
し
ま
す

こ
と
」
と
こ
だ
わ
り
を
語
る
。
収
穫
し
た
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
は
そ
の
日
の
夕
方
ま
で
に
工
場
へ
運

ば
れ
、
穴
開
き
や
虫
食
い
な
ど
を
人
の
手
と
目
で

チ
ェ
ッ
ク
し
選
別
。
鮮
度
が
落
ち
な
い
よ
う
翌
日

中
に
す
べ
て
搾
汁
す
る
。
選
別
の
基
準
は
「
自
分

の
子
ど
も
や
孫
に
あ
げ
て
い
い
か
」
と
の
こ
と
。

さ
ら
に
製
品
の
ラ
ベ
ル
か
ら
生
産
者
情
報
を
確
認

で
き
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

な
ど
、
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
を
貫
き
通
し
て
い
る
。

　
勝
山
集
落
に
自
生
す
る
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
を
活

か
し
た
事
業
を
興
そ
う
と
、
山
川
さ
ん
た
ち
が
青

果
を
扱
う
組
合
を
作
っ
た
の
が
２
０
０
１
年
。
そ

の
翌
年
、
テ
レ
ビ
番
組
で
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
有

効
成
分
の
一
つ
で
あ
る
ノ
ビ
レ
チ
ン
の
効
能
が
紹

介
さ
れ
る
と
、
輸
入
も
の
や
他
の
果
汁
を
混
ぜ
た

商
品
が
急
増
し
、
市
場
規
模
は
実
際
の
収
量
の
７

倍
に
膨
れ
上
が
っ
た
。

　「
本
物
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
後
々
大
変
な
こ
と
に

な
る
」
と
危
機
感
を
覚
え
た
山
川
さ
ん
た
ち
は
、
２

０
０
３
年
に
約
50
坪
の
加
工
場
で
本
格
的
な
果
汁

の
製
造
を
開
始
。
ベ
ル
ト
式
の
搾
汁
機
で
や
さ
し
く

搾
る
主
力
商
品
に
加
え
、
２
０
０
６
年
か
ら
は
果
皮

や
種
子
ま
で
搾
れ
る
ロ
ー
ラ
ー
式
搾
汁
機
で
搾
っ

た
「
ゴ
ー
ル
ド
」
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
わ
っ
た
。

　
県
内
外
の
店
頭
や
イ
ベ
ン
ト
で
試
飲
会
を
続

け
、
現
在
で
は
主
力
商
品
は
年
間
４
万
本
、「
ゴ
ー

ル
ド
」
は
２
万
本
（
い
ず
れ
も
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
換
算
）
を
売
り
上
げ
る
ま
で
に
な
っ
た
。「
こ

の
先
も
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
で
食
べ
て
い
く
に
は
、

長
く
愛
さ
れ
る
商
品
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
た
め
に
は
美
味
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
品
質
に
は
妥
協
し
ま
せ
ん
。
外
部
の
方
か

ら
は
よ
く
、（
品
質
管
理
が
）
行
き
過
ぎ
と
も
言

わ
れ
る
の
で
す
が
（
笑
）」

　
現
在
は
１
０
０
％
果
汁
の
他
、
ポ
ン
酢
や
ジ
ュ

レ
（
ジ
ャ
ム
）、
コ
ー
レ
ー
グ
ー
ス
な
ど
も
自
社

製
品
と
し
て
販
売
。
さ
ら
に
、
搾
汁
後
の
種
子
か

ら
採
れ
る
オ
イ
ル
を
化
粧
品
素
材
と
し
て
活
用
す

る
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。
産
業
振
興
公
社

の
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
応
援
フ
ァ
ン
ド
事
業

を
活
用
し
、
国
立
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校
と
連

携
し
て
研
究
し
た
結
果
、
種
子
油
に
は
優
れ
た
コ

ラ
ー
ゲ
ン
産
生
促
進
作
用
を
有
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
合
成
促
進
剤
と
し
て
特
許
を

取
得
。
２
０
１
４
年
か
ら
原
料
の
販
売
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
、
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
や
エ
ス
テ
サ
ロ
ン

で
の
採
用
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
法
人
化
10
周
年
を
迎
え
た
２
０
１
４
年
に
は
新

工
場
が
完
成
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
や
ジ
ャ
ム

な
ど
の
多
品
種
小
ロ
ッ
ト
製
造
が
可
能

に
な
っ
た
。「
農
業
の
６
次

産
業
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い

で
す
が
、
私
た
ち
も
自
力
で
な
る

べ
く
最
終
商
品
ま
で
手
が
け
、
農
家
の

所
得
向
上
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
」
と
山
川
さ
ん
。「
勝
山
周
辺
に
は
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
以
外
の
希
少
な
柑
橘
類
も

自
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
使
っ
た

製
品
づ
く
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

た
い
で
す
ね
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

sea-sun
勝山シークヮーサー
1,542円（500ml）

sea-sun
勝山シークヮーサーゴールド

874円（300ml）
sea-sun

勝山シークヮーサー初搾り
1,100円（300ml）

ヘルシーでナチュラル。ヨーロッパの味覚に
とってはこの製品はまさに「新発見」！（2010年）

凝縮した濃い黄色をしている。（2012年）

清潔な香り。未完熟レモンやグリーンゲージのような、
とても顕著な苦味のある柑橘系の香り。（2013年）

酸味、苦味、糖分のバランスがとてもよい。とて
も魅力的。高品質だ。（2014年）

ほんのりと苦い後味は、欠点ではなくむしろ長
所である。（2010年）

製品の第一印象

製品の外観

香り

味

アフターテイスト・余韻

自社商品の製造・販売にと
どまらず、食品メーカーや化
粧品会社との連携も進む

国際味覚審査機構(iTQi)審査員団による
コメント（一部抜粋） 

※2010年（二ツ星）、2012～2014年（三ツ星）のコメントから抜粋して編集

※いずれも直売店店頭価格
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お
す
す
め
！

お
す
す
め
！

農業生産法人有限会社
勝山シークヮーサー
名護市字勝山9
☎0980-53-8686
http://www.mayaga.com
※ホームページは2015 年1 月中旬までメンテナンス中

「
足
元
の
宝
」
を
徹
底
活
用
し
、
地
域
を
支
え
る
沖
縄
ブ
ラ
ン
ド
へ

「
s
e
a-

s
u
n 

勝
山
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
」

地
域
自
慢
の

す
ぐ
り
む
ん

　
名
護
市
街
地
か
ら
車
で
約
10
分
、
嘉
津
宇
岳
や

安
和
岳
に
囲
ま
れ
た
勝
山
集
落
で
地
元
の
生
産
農

家
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
行
う
農
業
生
産

法
人
有
限
会
社
勝
山
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
。
同
社
の

主
力
商
品
で
あ
る
無
添
加
無
着
色
の
勝
山
産
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
１
０
０
％
果
汁
「
ｓ
ｅ
ａ-

ｓ
ｕ
ｎ

勝
山
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
」
は
、
国
際
味
覚
審
査
機

構
（
ｉ
Ｔ
Ｑ
ｉ
）
の
優
秀
味
覚
賞
審
査
で
２
０
１

２
年
か
ら
３
年
連
続
で
最
高
位
の
三
ツ
星
に
輝

き
、
２
０
１
４
年
に
は
３
年
連
続
三
ツ
星
に
与
え

ら
れ
る
「
ク
リ
ス
タ
ル
味
覚
賞
」
を
県
産
品
と
し

て
初
め
て
受
賞
し
た
。

　
代
表
取
締
役
の
山
川
良
勝
さ
ん
は
「
最
も
大
切

に
し
て
い
る
の
は
、
新
鮮
で
良
質
な
原
料
を
使
う

代表取締役の
山川良勝さん

「ゴールド」は苦味が強いが主力商品と比べてノビレチンを３倍
多く含み、健康志向の人に好まれるという。いずれも飲み物に
料理にと幅広く使える。※「初搾り」については右下写真も参照

10月から始まる加工シーズンの初めに収穫
した果実だけを使った、季節・本数限定商品

「初搾り」が新登場。淡い色合いと鮮やかな
香りが印象的だ。予想を上回る反響があり、
今シーズン分は既に完売とのこと

シークヮーサーはレモンやスダチ、カボスなどの仲
間ではなく、実はミカンの仲間。青切り果実は８～
９月が旬で、香り高い搾り汁を料理などに使える。
そして１～２月頃になると、ジューシーで甘酸っぱ
い果肉をミカンのように食べることができる

品
質
最
優
先
の
商
品
づ
く
り
で

海
外
か
ら
も
高
評
価
を
獲
得

「
美
味
し
く
な
け
れ
ば
続
か
な
い
」

ブ
ー
ム
を
超
え
た
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
へ

飲
料
以
外
に
も
広
が
る
可
能
性

新
工
場
完
成
で
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ

地
域
の
特
産
品
か
ら
生
ま
れ
た

注
目
の
商
品
を
紹
介
し
ま
す

こ
と
」
と
こ
だ
わ
り
を
語
る
。
収
穫
し
た
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
は
そ
の
日
の
夕
方
ま
で
に
工
場
へ
運

ば
れ
、
穴
開
き
や
虫
食
い
な
ど
を
人
の
手
と
目
で

チ
ェ
ッ
ク
し
選
別
。
鮮
度
が
落
ち
な
い
よ
う
翌
日

中
に
す
べ
て
搾
汁
す
る
。
選
別
の
基
準
は
「
自
分

の
子
ど
も
や
孫
に
あ
げ
て
い
い
か
」
と
の
こ
と
。

さ
ら
に
製
品
の
ラ
ベ
ル
か
ら
生
産
者
情
報
を
確
認

で
き
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

な
ど
、
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
を
貫
き
通
し
て
い
る
。

　
勝
山
集
落
に
自
生
す
る
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
を
活

か
し
た
事
業
を
興
そ
う
と
、
山
川
さ
ん
た
ち
が
青

果
を
扱
う
組
合
を
作
っ
た
の
が
２
０
０
１
年
。
そ

の
翌
年
、
テ
レ
ビ
番
組
で
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
有

効
成
分
の
一
つ
で
あ
る
ノ
ビ
レ
チ
ン
の
効
能
が
紹

介
さ
れ
る
と
、
輸
入
も
の
や
他
の
果
汁
を
混
ぜ
た

商
品
が
急
増
し
、
市
場
規
模
は
実
際
の
収
量
の
７

倍
に
膨
れ
上
が
っ
た
。

　「
本
物
を
出
さ
な
け
れ
ば
、
後
々
大
変
な
こ
と
に

な
る
」
と
危
機
感
を
覚
え
た
山
川
さ
ん
た
ち
は
、
２

０
０
３
年
に
約
50
坪
の
加
工
場
で
本
格
的
な
果
汁

の
製
造
を
開
始
。
ベ
ル
ト
式
の
搾
汁
機
で
や
さ
し
く

搾
る
主
力
商
品
に
加
え
、
２
０
０
６
年
か
ら
は
果
皮

や
種
子
ま
で
搾
れ
る
ロ
ー
ラ
ー
式
搾
汁
機
で
搾
っ

た
「
ゴ
ー
ル
ド
」
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
加
わ
っ
た
。

　
県
内
外
の
店
頭
や
イ
ベ
ン
ト
で
試
飲
会
を
続

け
、
現
在
で
は
主
力
商
品
は
年
間
４
万
本
、「
ゴ
ー

ル
ド
」
は
２
万
本
（
い
ず
れ
も
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
換
算
）
を
売
り
上
げ
る
ま
で
に
な
っ
た
。「
こ

の
先
も
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
で
食
べ
て
い
く
に
は
、

長
く
愛
さ
れ
る
商
品
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
た
め
に
は
美
味
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
か
ら
品
質
に
は
妥
協
し
ま
せ
ん
。
外
部
の
方
か

ら
は
よ
く
、（
品
質
管
理
が
）
行
き
過
ぎ
と
も
言

わ
れ
る
の
で
す
が
（
笑
）」

　
現
在
は
１
０
０
％
果
汁
の
他
、
ポ
ン
酢
や
ジ
ュ

レ
（
ジ
ャ
ム
）、
コ
ー
レ
ー
グ
ー
ス
な
ど
も
自
社

製
品
と
し
て
販
売
。
さ
ら
に
、
搾
汁
後
の
種
子
か

ら
採
れ
る
オ
イ
ル
を
化
粧
品
素
材
と
し
て
活
用
す

る
取
り
組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。
産
業
振
興
公
社

の
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業
応
援
フ
ァ
ン
ド
事
業

を
活
用
し
、
国
立
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校
と
連

携
し
て
研
究
し
た
結
果
、
種
子
油
に
は
優
れ
た
コ

ラ
ー
ゲ
ン
産
生
促
進
作
用
を
有
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
合
成
促
進
剤
と
し
て
特
許
を

取
得
。
２
０
１
４
年
か
ら
原
料
の
販
売
を
開
始
し

た
と
こ
ろ
、
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
や
エ
ス
テ
サ
ロ
ン

で
の
採
用
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
法
人
化
10
周
年
を
迎
え
た
２
０
１
４
年
に
は
新

工
場
が
完
成
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
飲
料
や
ジ
ャ
ム

な
ど
の
多
品
種
小
ロ
ッ
ト
製
造
が
可
能

に
な
っ
た
。「
農
業
の
６
次

産
業
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い

で
す
が
、
私
た
ち
も
自
力
で
な
る

べ
く
最
終
商
品
ま
で
手
が
け
、
農
家
の

所
得
向
上
と
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
」
と
山
川
さ
ん
。「
勝
山
周
辺
に
は
シ
ー

ク
ヮ
ー
サ
ー
以
外
の
希
少
な
柑
橘
類
も

自
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
使
っ
た

製
品
づ
く
り
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

た
い
で
す
ね
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

sea-sun
勝山シークヮーサー
1,542円（500ml）

sea-sun
勝山シークヮーサーゴールド

874円（300ml）
sea-sun

勝山シークヮーサー初搾り
1,100円（300ml）

ヘルシーでナチュラル。ヨーロッパの味覚に
とってはこの製品はまさに「新発見」！（2010年）

凝縮した濃い黄色をしている。（2012年）

清潔な香り。未完熟レモンやグリーンゲージのような、
とても顕著な苦味のある柑橘系の香り。（2013年）

酸味、苦味、糖分のバランスがとてもよい。とて
も魅力的。高品質だ。（2014年）

ほんのりと苦い後味は、欠点ではなくむしろ長
所である。（2010年）

製品の第一印象

製品の外観

香り

味

アフターテイスト・余韻

自社商品の製造・販売にと
どまらず、食品メーカーや化
粧品会社との連携も進む

国際味覚審査機構(iTQi)審査員団による
コメント（一部抜粋） 

※2010年（二ツ星）、2012～2014年（三ツ星）のコメントから抜粋して編集

※いずれも直売店店頭価格

企 業 支 援しっとく!
なっとく!

県産品拡大展開
総合支援事業  申請の流れ

申請事前相談

申請書類提出・事前審査

審査・交付決定

補助事業の実施

実績報告書類提出

補助金の額の確定・交付・補助金の振込

※受付期限：平成27年1月30日まで

※申請受付期限：事業開始の30日前まで

※事業実施後30日以内、または平成27年3月15日の
　いずれか早い日まで

1

2

3

4

5

6

●問い合わせ： 海外・ビジネス支援課（担当：兼島）
☎ 098-859-6238　B sougoushien@okinawa-ric.or.jp

沖
縄
県
北
京
事
務
所
は
２
０
１
２
年

７
月
に
開
所
し
ま
し
た
が
、直
後
に
反
日

デ
モ
が
始
ま
り
、厳
し
い
局
面
が
約
１
年

半
に
わ
た
り
続
き
ま
し
た
。鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
大
気
汚
染
、ま
た
原
発
事
故
に

起
因
し
た
日
本
製
食
品
輸
入
禁
止
の
継

続
な
ど
も
あ
り
、日
本
の
各
自
治
体
が
軒

並
み
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
自
粛
。そ
ん
な

中
で
も
当
事
務
所
で
は
北
京
や
内
モ
ン

ゴ
ル
、西
安
、中
国
東
北
地
方
で
の
沖
縄

観
光
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
現
地
旅
行
社
の

沖
縄
招
聘
な
ど
、積
極
的
に
活
動
し
て
き

ま
し
た
。

現
在
は
円
安
の
好
影
響
も
手
伝
い
、プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
成
果
が
出
始
め

て
い
ま
す
。２
０
１
３
年
７
月
か
ら
は
中

国
国
際
航
空
に
よ
る
北
京
～
沖
縄
の
直

行
便
が
運
航
を
再
開
し
、
天
津
、
瀋
陽
、

大
連
、
杭
州
な
ど
か
ら
も
チ
ャ
ー
タ
ー

便
が
運
航
。さ
ら
に
ハ
ル
ピ
ン
、西
安
や

湖
南
省
な
ど
か
ら
も
チ
ャ
ー
タ
ー
の
相

談
が
入
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、２
０
１
４

年
６
月
に
は
北
京
の
旅
行
社
が
チ
ャ
ー

タ
ー
し
た
ロ
イ
ヤ
ル
カ
リ
ビ
ア
ン
社
の

ク
ル
ー
ズ
船
が
天
津
か
ら
初
め
て
沖
縄

へ
寄
港
。上
海
か
ら
の
寄
港
も
増
え
て
お

り
、訪
日
自
粛
ム
ー
ド
が
氷
解
し
て
、多

く
の
中
国
人
観
光
客
が
沖
縄
を
訪
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、県
産
品
の
購
入
や
認
知

度
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。２
０
１
４

年
10
月
に
は
沖
縄
の
貿
易
会
社
ダ
イ
レ

ク
ト
チ
ャ
イ
ナ
社
と
中
国
国
営
企
業
の

友
誼
集
団
が
提
携
し
、大
連
に

沖
縄
物
産
店
を
オ
ー
プ
ン
。

県
産
品
の
商
流
を
中
国
東
北

地
方
へ
と
一
気
に
広
げ
て
い

ま
す
。

観
光
・
物
産
関
連
以
外
に

も
、中
国
と
沖
縄
の
国
際
交
流

を
深
め
る
た
め
、北
京
で
日
本

語
を
専
攻
す
る
学
生
向
け
に

沖
縄
講
座
を
開
く
な
ど
、
教

育
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど
の
分
野
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。今
後
も
国
際
情
勢
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が

ら
、き
め
細
か
く
多
様
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

沖
縄
県
産
業
振
興
公
社
で
は
、沖
縄

県
か
ら
委
託
を
受
け「
県
産
品
拡
大
展

開
総
合
支
援
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。当
該
事
業
で
は
、県
産
品
の
県
外
販

路
開
拓
・
拡
大
に
取
り
組
む
事
業
者
を

対
象
に
、見
本
市
・
商
談
会
出
展
や
バ
イ

ヤ
ー
招
聘
、販
売
促
進
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
等
に
係
る
経
費
の
補
助
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 【
テ
ス
ト
販
売・販
売
促
進
支
援
】

県
外
の
百
貨
店
、量
販
店
な
ど
の
小

売
店
舗
に
お
い
て
実
施
す
る
、テ
ス
ト

販
売
・
販
売
促
進
員（
マ
ネ
キ
ン
）を
設

置
し
、試
飲
・
試
食
等
を
行
う
店
頭
販

売
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

 【
県
外
流
通
事
業
者
招
聘
】

県
外
流
通
事
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
図
る
た
め
、県
内
生
産
者
・
県
内

流
通
事
業
者
が
県
外
か
ら
バ
イ
ヤ
ー

や
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
な
ど
の
流
通
関
係

者
を
沖
縄
に
招
聘
し
、商
談
等
を
行
う

際
に
、そ
の
招
聘
に
か
か
る
経
費
の
全

部
又
は
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

 【
見
本
市・展
示
商
談
会
等
出
展
支
援
】

販
路
開
拓
、販
路
拡
大
に
向
け
て
、

県
外
で
開
催
さ
れ
る
見
本
市
・
展
示

商
談
会
等
へ
出
展
し
、商
品
の
Ｐ
Ｒ
、

商
談
等
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
た
め
に

必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

 【
沖
縄
情
報
発
信
支
援
】

県
外
で
開
催
さ
れ
る
沖
縄
物
産
展
、

沖
縄
フ
ェ
ア
等
に
お
い
て
、広
く
県
産

品
の
浸
透
、認
知
度
向
上
を
図
る
た

め
、エ
イ
サ
ー
、琉
球
舞
踊
、ゆ
る
キ
ャ

ラ
派
遣
、写
真
・
パ
ネ
ル
展
等
、沖
縄
の

文
化
、歴
史
、観
光
等
の
情
報
発
信
に

係
る
経
費
の
全
部
又
は
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

当
該
支
援
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

海外REPORT

from 北京
北京事務所長　平良 友嗣

北
京
事
務
所
設
立
２
年
半
を

振
り
返
っ
て

県
産
品
の
県
外（
国
内
）販
路

開
拓
・
拡
大
へ
の
取
り
組
み
を

支
援
し
ま
す
！

沖縄県産業振興公社ではさまざまな事業を行い、県内の企業を支援しています。
今回は「県産品拡大展開総合支援事業」を紹介します。

●問い合わせ：海外・ビジネス支援課　☎ 098-859-6238

大連物産専門店オープン式典の様子

★

OKINAWA VENTURE STUDIO vol.4209
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右端が友寄隆之さん。
メディア出版事業部の
若い先鋭たちを率いる

株式会社沖縄教販
那覇市古波蔵3-12-6  ☎098-833-1023

（本社）那覇市辻1-17-1  ☎098-868-4170
http://www.o-kyohan.co.jp/

ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
開

発
す
る
な
ど
、独
自
の
取
り
組
み

で
”オ
ン
リ
ー
ワ
ン
”   を
目
指
す
企

業
を
ご
紹
介
し
た
り
、沖
縄
県
産
業

振
興
公
社
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
員
企

業
の
新
商
品
情
報
や
、講
演
会
・
懇

親
会
の
企
画
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

版
で
は
健
康
管
理
を
テ
ー
マ
に
、
血
圧
チ
ェ
ッ

ク
表
（
か
り
ゆ
し
手
帳
）
や
体
重
・
基
礎
体
温

の
記
入
表
（
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）
も
収
録
し
た
。

　
手
帳
の
企
画
・
制
作
は
現
在
、
メ
デ
ィ
ア
出

版
事
業
部
が
担
当
し
て
い
る
。
同
事
業
部
は

２
０
１
３
年
12
月
に
誕
生
し
た
ば
か
り
で
、
手

帳
や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
開
発
と
、
自
社
媒
体
で
あ
る
沖
縄
情
報
誌

「
ｕ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ（
う
ち
な
）」
の
制
作
を
統
括
。

雑
誌
の
創
刊
に
連
動
し
た
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
も

立
ち
上
げ
、
各
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
活
か
し

た
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
に
よ
り
、
県
外
の
消
費

者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
商
品
展
開
を
進
め

て
い
る
と
い
う
。

　「
会
社
と
し
て
前
例
の
な
い
業
務
を
担
う
部
署

な
の
で
、
か
か
る
期
待
も
大
き
い
で
す
が
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
バ
ネ
に
の
び
の
び
と
い
い
モ
ノ

づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
」
と
は
前
出
の
友
寄

さ
ん
。
同
事
業
部
は
総
勢
７
名
と
、
全
社
の
１

割
に
も
満
た
な
い
少
数
部
隊
だ
が
、
会
社
の
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
フ
ラ
構
築
の
突
破
口
を
切

り
開
く
べ
く
、
日
々
奮
闘
を
続
け
て
い
る
。

　
株
式
会
社
沖
縄
教
販
は
１
９
５
３
年
創
業
の

老
舗
書
店
。
戦
後
、
学
校
教
科
書
を
本
土
か
ら

仕
入
れ
て
販
売
す
る
業
務
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
は
自
社
店
舗
で
の
書
籍
の
販
売
の
他
、
県

内
の
書
店
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に

出
版
物
の
取
り
次
ぎ
を
行
っ
て
い
る
。

　「
長
い
間
、
本
を
仕
入
れ
て
売
る
業
務
に
従
事

し
て
き
ま
し
た
が
、
会
社
と
し
て
『
自
分
た
ち
の

商
品
を
持
ち
た
い
』『
情
報
を
発
信
し
た
い
』
と

い
う
気
持
ち
を
ず
っ
と
持
っ
て
い
ま
し
た
」。
こ

う
話
す
の
は
メ
デ
ィ
ア
出
版
事
業
部
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
友
寄
隆
之
さ
ん
。
そ
う
し
て
２
０
０
６
年

に
同
社
が
発
売
し
た
の
が
、
今
や
お
な
じ
み
に

な
っ
た
「
か
り
ゆ
し
手
帳
」
だ
。

　
書
き
込
み
や
す
さ
を
重
視
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
、

沖
縄
の
暮
ら
し
に
即
し
た
様
々
な
情
報
ペ
ー
ジ
、

自
由
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
使
い
勝
手
の
良

さ
が
人
気
の
秘
密
。
利
用
者
の
声
を
参
考
に
毎

年
情
報
更
新
や
内
容
の
変
更
を
加
え
な
が
ら
順

調
に
県
内
外
で
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
、
２
０
１
１

年
か
ら
は
女
性
向
け
手
帳
「
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
」
の
販

売
を
開
始
し
た
。
現
在
発
売
中
の
２
０
１
５
年

株
式
会
社
沖
縄
教
販

「
か
り
ゆ
し
手
帳
」な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
開
発
を

県
外
に
向
け
た
新
た
な
事
業
展
開
の
き
っ
か
け
に

（公財）沖縄県産業振興公社では、さらなる企業支援の拡充・強化を目指し、ネットワーク会員を募集しています。会員特典として会員間の交流、有料セミナー･公社ホームペー
ジ･バナー広告･メールマガジンへの掲載料金の割引、ビジネス関連ビデオの貸し出しなど様々な特典メニューをご用意しています。
詳しくは  okinawa-ric.jp/useful/etc/4380.php まで。  担当：藤原

沖縄ではラジオCM戦略がハマる！
アキプロモーションにご相談ください

株式会社アキプロモーション
☎ 098-889-1518（担当：上江洲）
http://akipro-oki.com/

有限会社ボンファン
☎  098-834-2680（担当：金城）
http://www.bonnefemme.co.jp/

http://ovs.jp
沖縄ベンチャースタジオ 検 索

公社ネットワーク会員 PRESS RELEASE

　クルマ社会の沖縄で県内各社から支持を得ているPR戦略、そ
れがラジオCM戦略です。アキプロモーションでは短期のイベント
告知から企業イメージPRなどの長期戦略まで数々のラジオCMを
企画制作し、悩めるお客様のPR戦略を全面的にサポートします。
商品・イベントなどの認知度アップにお悩みの方、まずは気軽に無
料相談をご利用ください（詳しくは下記URLへ）。※FM沖縄の朝
7～9時台（月・水・金）に自社CMをスポットで放送しています。

リニューアルしたバナナケーキが
2014年の優良県産品に認定！
　1984年の創業当時から愛され続けるバナナケーキを、食べや
すい個包装タイプにリニューアルした「那覇（なーふぁ）バナナ
スィーツ」が2014年10
月、沖縄県推奨優良県産
品に認定されました。甘さ
控えめの素朴な味わいが
魅力で、保存料不使用な
がら1カ月以上フレッシュな
味と香りを楽しめます。県
内外へのお土産や贈答
品におすすめ。古波蔵店
とデパートリウボウ内ショッ
プで好評販売中です。

国指定の伝統的工芸品「知花花織」と
イタリアンレザーでオリジナル財布を開発
　国指定伝統的工芸品の知花花織は、紋様が経糸方向に連続
して浮く「経浮花織（たてうきはなおり）」が特徴です。たじま屋では
2014年11月、イタリアンレザーを使った知花花織のオリジナル財
布を発売しました。ラウンド長財布・長財布・二つ折り財布・小銭入
れ・名刺入れの5型を紺・赤・黄の3色で展開。このためにデザインさ
れた新柄の花織の繊細さを、ゆるやかな曲線で強調しています。洗
練された雰囲気と品質の良さをぜひ手に取ってお確かめください。

有限会社たじま屋
☎  098-937-8118（担当：金城）
http://www.tajimaya.co.jp

はなおり

たて

ネ
�
ト
ワ
�
ク

会
員
広
場

元気企業
紹介

Like!

2013年3月創刊の「uchina」は
隔月発行。沖縄に何度も足を運
ぶリピーターや移住を考えて
いる県 外 の 読 者 を 主 なター
ゲットにしている。コンセプトは

「南の島おきなわの心を伝える
情報誌」

「かりゆし手帳」はB5版1,500円、A5
版1,200円、ポケットサイズ880円。

「Plan」はA6版870円（すべて税込）。
表紙は県内の紅型作家のデザイン
と沖縄教販のオリジナルがあり、リ
バーシブルで好みの柄を選ぶことが
できる
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れ・名刺入れの5型を紺・赤・黄の3色で展開。このためにデザインさ
れた新柄の花織の繊細さを、ゆるやかな曲線で強調しています。洗
練された雰囲気と品質の良さをぜひ手に取ってお確かめください。

有限会社たじま屋
☎  098-937-8118（担当：金城）
http://www.tajimaya.co.jp

はなおり

たて

ネ
�
ト
ワ
�
ク

会
員
広
場

元気企業
紹介

Like!

2013年3月創刊の「uchina」は
隔月発行。沖縄に何度も足を運
ぶリピーターや移住を考えて
いる県 外 の 読 者 を 主 なター
ゲットにしている。コンセプトは

「南の島おきなわの心を伝える
情報誌」

「かりゆし手帳」はB5版1,500円、A5
版1,200円、ポケットサイズ880円。

「Plan」はA6版870円（すべて税込）。
表紙は県内の紅型作家のデザイン
と沖縄教販のオリジナルがあり、リ
バーシブルで好みの柄を選ぶことが
できる

タブロイド判
沖縄ベンチャースタジオ42号
2014年12月24日発行
発行 ： （公財）沖縄県産業振興公社
☎ 098-859-6237
http://ovs.jp

編集 ： 光文堂コミュニケーションズ（株）
広告 ： （株）アドスタッフ博報堂
☎ 098-862-4459
B k-kakazu@adsta.co.jp

本紙についてのご意見・ご感想は
ovs@okinawa-ric.or.jpまで

「情報紙について」の件名を入れて送信して下さい。

OVS NEWS

連日賑わいを見せた武道館アリーナの公社ブース

写真左より「minamo」「ウージ」。詳細はウェブサイトへ（http://www.glassart-ai.jp）

第
38
回
沖
縄
の
産
業
ま
つ
り
で 

企
業
が
自
社
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

10
月
24
日
～
26
日
の
３
日
間
、奥
武
山
公
園
及

び
県
立
武
道
館
で
第
38
回
沖
縄
の
産
業
ま
つ
り

が
開
か
れ
ま
し
た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、３
日
間

で
約
24
万
人
以
上
が
来
場
。昨
年
以
上
の
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。

産
業
振
興
公
社
で
は
例
年
、県
立
武
道
館
ア

リ
ー
ナ
棟
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、支
援
企
業
の
出

展
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。今
年
度
は「
地

域
の
企
業
　
魅
力
再
発
見
展
」と
題
し
、産
業

振
興
公
社
の
支
援
企
業
及
び
関
連
団
体
の
14

団
体
が
出
展
。試
食
や
試
用
等
で
来
場
者
の
反

応
を
直
接
確
認
す
る
な
ど
、各
企
業
と
も
積
極

的
に
自
社
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。テ
レ

ビ
取
材
を
受
け
た
企
業
も
あ
り
、ま
た
ラ
ジ
オ

等
で
出
展
を
知
っ
た

来
場
者
が
相
談
の
た

め
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し

た
。「
10
件
以
上
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
」

「
取
引
等
に
つ
な
が
っ

た
」と
い
っ
た
声
も
聞

か
れ
、
出
展
企
業
に

と
っ
て
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

●�

問
い
合
わ
せ
：
経
営
支
援
課
　
宮
城�

☎
０
９
８
ー
８
５
９
ー
６
２
３
７

琉
球
大
学
産
学
官
連
携 

推
進
機
構
の
窓
口
を
設
置

産
業
振
興
公
社
で
は
、

毎
週
金
曜
日
午
後
に
完
全

予
約
制
で
琉
球
大
学
産
学

官
連
携
推
進
機
構
の
無
料

相
談
窓
口
を
設
置
し
て 

い
ま
す
。

技
術
・
商
品
開
発
、琉
球

大
学
の
特
許
・
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
の
技
術
移
転
、琉
球
大

学
の
多
様
な
教
員
を
活
用 

し
た
高
度
な
産
業
人
材
の
育
成
な
ど
に
つ
い
て 

専
門
家
が
相
談
に
応
じ
、具
体
的
な
技
術
面
で
の 

ア
ド
バ
イ
ス
や
大
学
・
研
究
機
関
等
の
研
究
者
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
関
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

そ
の
他
研
究
成
果
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
行
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�●�

予
約
受
付
：
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
　
川
村・牧
野�

☎
０
９
８
ー
８
５
９
ー
６
２
３
７

名
護
の「
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
藍
」が 

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞

産
業
振
興
公
社
の
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
型
産
業

応
援
フ
ァ
ン
ド
事
業
の
採
択
企
業
で
あ
る
株
式
会

社
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
藍
が
こ
の
ほ
ど
、琉
球
ガ
ラ
ス

の
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
皿
２
作
品
で
２
０
１
４
年
度

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。き
ら
め

く
水
面
の
ゆ
ら
ぎ
を
表
現
し
た「
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｍ
ｏ
」 

と
、
風
に
そ
よ
ぐ

サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
を

イ
メ
ー
ジ
し
た

「
ウ
ー
ジ
」
、
い
ず

れ
も
沖
縄
の
風
土

を
モ
チ
ー
フ
に
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い 

ま
す
。ガ
ラ
ス
に
は

珍
し
い
大
判
の
角

皿
で
、「
デ
ザ
イ
ン

表
現
の
工
夫
に
よ

り
、新
し
い
素
材
感

を
生
み
だ
す
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
」

と
評
価
さ
れ
、琉
球

ガ
ラ
ス
製
品
と
し

て
県
内
で
初
め
て

の
同
賞
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

受
賞
作
品
は
伝
統
的
な
琉
球
ガ
ラ
ス
の
手
法

に
、独
自
の
新
技
術
で
あ
る
ガ
ラ
ス
タ
イ
ル
の

製
法
を
加
え
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。ガ
ラ
ス
素
材

の
研
究
、製
法
技
術
の
向
上
な
ど
、世
界
に
通
用 

す
る
沖
縄
の
も
の
づ
く
り
を
目
標
に
製
品
開
発

を
続
け
る
同
社
で
は
、地
元
出
身
の
若
者
を
積
極

的
に
採
用
し
、次
世
代
に
繋
が
る
人
材
育
成
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
回
の
受
賞
は
、若
者
の

夢
や
も
の
づ
く
り
へ
の
誇
り
に
つ
な
が
る
と
、 

地
域
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
：
経
営
支
援
課
　
岸
本�

☎
０
９
８
ー
８
５
９
ー
６
２
３
７
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公社内の相談ブースにて対応

１
月
か
ら
公
開
さ
れ
る
映
画
「
ハ
ル
サ
ー
エ

イ
カ
ー 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ 

エ
イ
カ
ー
ズ
」
。

主
役
の
ハ
ル
は
、
天
真
爛
漫
な
妹
の
ア
イ
に
対

し
て
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
ち
、
自
分
の
弱
さ

と
闘
い
な
が
ら
誰
か
を
守
ろ
う
と
す
る
人
物
。

そ
の
人
間
味
あ
ふ
れ
る
姿
を
、
沖
縄
出
身
の 

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
さ
ん
が
好
演
し
て
い
る
。

12
歳
で
沖
縄
を
離
れ
て
芸
能
界
に
入
り
、
今

は
東
京
で
暮
ら
す
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
さ
ん
だ
が
、
全

編
沖
縄
ロ
ケ
で
の
撮
影
を
振
り
返
り
、こ
う
語
っ

て
く
れ
た
。
「
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
撮
影
が
進
ま

な
い
時
で
も
、
ス
タ
ッ
フ
が
楽
し
い
こ
と
を
言
っ

て
現
場
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て

も
仕
方
な
い
、
と
い
う
沖
縄
ら
し
い
大
ら
か
さ

は
、
困
難
さ
え
も
受
け
入
れ
る
優
し
さ
で
も
あ

る
ん
だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
」
。
ア
ク
シ
ョ
ン

シ
ー
ン
や
感
情
表
現
の
難
し
い
シ
ー
ン
も
全
力

で
演
じ
切
れ
た
の
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
家
族
の
よ

う
な
温
か
な
つ
な
が
り
が
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
さ
ん
の

支
え
に
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

「
沖
縄
の
素
晴
ら
し
さ
が
ふ
ん
だ
ん
に
詰
ま
っ 

た
こ
の
映
画
は
、
誰
に
と
っ
て
も
大
切
な
〝
食
〟

や
〝
環
境
〟
が
テ
ー
マ
。
観
た
人
が
こ
れ
ら
を

も
っ
と
身
近
に
、
大
事
に
感
じ
て
く
れ
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。
私
も
こ
の
シ

リ
ー
ズ
へ
の
出
演
を
き
っ
か
け
に
フ
ー
ド
マ
イ
ス

タ
ー
の
資
格
を
取
っ
た
り
し
て
、
勉
強
し
て
い

ま
す
」。
そ
ん
な
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
さ
ん
に
と
っ
て
、 

沖
縄
は
ど
ん
な
場
所
か
訊
ね
て
み
た
。
「
東
京
で

暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
沖
縄
は
パ
ワ
ー

チ
ャ
ー
ジ
の
場
所
に
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
き
れ

い
な
海
に
広
い
空
。
空
気
は
美
味
し
い
し
、
風

景
は
美
し
い
。
そ
し
て
、
沖
縄
に
は
数
々
の
名

曲
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
沖
縄
の
歌
か
ら
い
た
だ

く
〝
言
葉
〟
の
力
は
と
て
も
強
い
で
す
。
だ
か

ら
沖
縄
の
方
言
を
知
っ
て
い
る
人
は
最
強
で
す
よ

（
笑
）。
皆
さ
ん
も
お
仕
事
で
大
変
な
場
面
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
言
葉
の
力
を
信
じ
て
、
大
ら

か
な
気
持
ち
で
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」。

そ
う
話
す
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ａ
さ
ん
の
力
強
い
笑
顔
が
、

〝
言
葉
〟
に
よ
っ
て
相
手
と
対
話
し
、
壁
を
越
え

よ
う
と
す
る
ハ
ル
の
姿
と
重
な
っ
て
見
え
た
。

●作品情報
「ハルサーエイカー THE MOVIE エイカーズ」

沖 縄 の 大 地 のエネルギーを操るエイカー 
（超人）が登場する人気特撮アクションドラマ 
「ハルサーエイカー」。2 0 1 1 年、2 0 1 2 年と

沖縄テレビで放映され 、2014年にはDVD 
B O Xを発 売、そして関 東・関 西 圏でもオン 
エアされた。シリーズ最新作の劇場版では 
成長したハルが見せる新たな一面とともに、 
パワーアップしたキャストやキャラクター 
スーツ、Civilian Skunkが歌う主題歌にも注目！
●  沖縄先行プレミアム上映 

2015.1/10（土）,1/11（日）,1/12（祝）, 
1/17（土）,1/18（日） 
スターシアターズ（シネマQ、ミハマ7プレックス、 
サザンプレックス） 
※ 映画上映の他、ヒーローショーとキャスト、監督・

岸本司、脚本・山田優樹の舞台挨拶あり。
●  2015.1/17（土）よりスターシアターズで公開

©2014 RitzPro / NBN / PARCO / Acre Film / tvk / CTC / TVS / SUN 

ＡＫＩＮＡさん
女優

Interview
表紙のひと

映画
「ハルサーエイカー  

THE MOVIE エイカーズ」 
公式サイト

http://acresfilm.com/

●プロフィール
1985年生まれ、沖縄県出身。1997年デビュー、ダンスボーカルグループ 

「Folder」「Folder5」でメインボーカルを務める。2003年よりソロで 

音楽活動を開始するとともにテレビドラマ、舞台俳優としても活躍。 

主な出演作品は映画「南の島のフリムン」、舞台「NEW WORLD/ESORA」

「+GOLD FISH」、ドラマ「オバー自慢の爆弾鍋」「ハルサーエイカー2」

など。好きな食べ物はポーポーと沖縄そば。

沖
縄
の
素
晴
ら
し
さ
が
ふ
ん
だ
ん
に
詰
ま
っ
た
こ
の
映
画
が
、

 「
食
」と「
環
境
」に
つ
い
て
考
え
る
きっ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
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